
北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 国  語 年 次 ２ コース 全コース 

科 目 名 論理国語 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「新編論理国語」（東京書籍） 

副教材（出版社）   な し 

教科の目標 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸ば

し、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態

度を育てる。 

(1) 読む能力・書く能力 

・文章の内容や形態に応じた表

現の特色を読み取ったり、要約

したりすることができる。 

・論理的な文章や記録的な文章の

他、随筆など情緒的な文章を書

くことができる。 

・文章の段落構成を的確にとら

え、筆者の主張をつかむことが

できる。 
 

(2) 話す・聞く能力 

・自分の考えを持ち、目的や場に

応じて効果的に話したり的確

に聞き取ったりできる。 

・自己評価や相互評価を行い、も

のの見方、感じ方、考え方を豊

かにすることができる。 
 

(3) 関心・意欲・態度 

・国語を適切に表現し的確に理解

しようとする。 

・伝統的な言語文化の特質などを

理解しようとする。 

科目の目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を育成する。 

(1) 知識および技能 

・実社会に必要な国語の知識や語

彙力、場面に応じた言葉遣いなど

の技能を身に付けるようにする。 

(2) 思考力、判断力・表現力等 

・論理的、批判的に考える力を伸

ばすとともに、創造的に考える力

を養い、他者との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思いや考

えを広げたり深めたりできるよ

うにする。 

(3) 学びに向かう力、人間性等 

・言葉がもつ価値への認識を高め

るとともに、生涯にわたって読書

に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自

覚を深め、言葉を通して他者や社

会と関わろうとする態度を養う。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・文法を理解し、テキストの内容

を正確に理解することができる。 

・場面や相手によって言葉の使い

方が変わることを理解すること

ができる。 

・文章の要旨をまとめ、分掌の要

点を把握することができる。 

・自分の考えが適切に伝わるよう

に効果的に話すことができる。 

・表現の違いから動作の主体を思

考し判断することができる。 

・テキストの内容を理解し分かり

やすくまとめることができる。 

・学習活動に対して主体的に取り

組もうとしている。 

・自分の考えや意見を積極的に発

信することができる 

評価資料 

・定期考査 

・ノート 

・課題プリント 

・活動状況の観察。 

・定期考査 
・ノート 
・課題プリントの内容 
・活動状況の観察 

・活動状況の観察 

・授業への積極的な参加 

・ノート・課題の提出状況 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

 

 

 

(1) 資料やタブレット等を活用して、分からないことを調べながら授業を進めていきます。 

(2) 「読むこと」「聞くこと」「自分の考えを適切に表現すること」文字を丁寧に「書くこと」常に意識しましょう。 

(3) 評価は定期考査や課題提出物、主体的な授業への取り組みを総合的に判断します。 



３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 
１ 

７ 

ガイダンス 

「世界を作り替えるために」 

小林康夫 

・授業の進め方や評価基準について理解する。 

・各段落で述べられた筆者の考えを押さえて通読する。 

・比喩表現や文章の論理的構造を理解する。 

・筆者が主張する「学ぶことの段階」について考える。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

5 ７ 

「ふしぎ」ということ 

河合隼雄 

・具体例を挙げて説明している部分を指摘する。 

・「あたりまえ」を「ふしぎ」と受け止める意義を考える 

・「自然科学」と「物語」の違いについて理解する。 

・慣用句の意味について確認する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

6 
２ 

７ 

前記中間考査・解説 

 

「対話とは何か」 

細川英雄 

 

・「対話」と「おしゃべり」の違いについて注意する。 

・「対話成立のポイント」が何か理解する。 

・筆者が考える「対話」の意義についてまとめる。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

7 

８ 
８ 

 

「学ぶことと人間の知恵」 

広中平祐 

・「コンピューター」と「人間」の違いに注意する。 

・忘れても無駄ではないと筆者が考える理由をまとめる 

・「知恵」の広さ、深さ、強さについてまとめる。 

・学ぶことの意義における筆者の主張を読み取る。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

9 
２ 

７ 

前期期末考査・解説 

 

少女たちの「ひろしま」 

梯久美子 

 

・戦時下に生きた人々に思いを巡らし、時代を考える。 

・筆者の認識の変化が示されている部分を指摘する。 

・石内都の写真集の特徴と、洋服に対する視点を考える 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

10 ８ 

 

 

安心について 

廣淵升彦 

・被爆した女性と筆者をつなぐ「回路」の意味を捉える 

・漫画の内容から子供にとっての安心について考える。 

・世界中の全ての子供が「安心」していないことを理解す

る。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

11 
２ 

７ 

 

後期中間考査 

 

複数の「わたし」 

・全体を振り返り筆者の考える「安心」について理解する。 

 

・人が複数の役割を持っていることに気付かせる。 

   

12  

松村圭一郎 ・「近代の個人主義的人間観」とは何か読み取る。 

・他者によって引き出される「わたし」とは何か読み取る。 

・最後の文章で筆者が問いかける意図を読み取る。 

 

○ ○ ○ 

1 ７ 

最初のペンギン 

茂木健一郎 

・「神」と「人間」の対立関係を確認する。 

・不確実な中で決断する「最初のペンギン」を確認する 

・感情の技術を磨く必要性を理解する。 

・創造は未知へのジャンプという筆者の主張を読み取る 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

2 

3 

２ 

３ 

後期期末考査・解説 

 

次年度に向けて 

 

 

１、２年次での振り返りと次年度の課題について考える。 

○ ○ 

 

○ 

 

 

○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 国  語 年 次 ２ コース 全コース 

科 目 名 古典探究 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「新編古典探究」（東京書籍） 

副教材（出版社）   な し 

教科の目標 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸ば

し、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態

度を育てる。 

(1) 読む能力・書く能力 

・文章の内容や形態に応じた表

現の特色を読み取ったり、要約

したりすることができる。 

・論理的な文章や記録的な文章の

他、随筆など情緒的な文章を書

くことができる。 

・文章の段落構成を的確にとら

え、筆者の主張をつかむことが

できる。 
 

(2) 話す・聞く能力 

・自分の考えを持ち、目的や場に

応じて効果的に話したり的確

に聞き取ったりできる。 

・自己評価や相互評価を行い、も

のの見方、感じ方、考え方を豊

かにすることができる。 
 

(3) 関心・意欲・態度 

・国語を適切に表現し的確に理解

しようとする。 

・伝統的な言語文化の特質などを

理解しようとする。 

科目の目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を育成する。 

(1) 知識および技能 

・生涯にわたる社会生活に必要な

国語の知識や技能を身に付ける

とともに、わが国の伝統的な言語

文化に対する理解を深めること

ができるようにする。 
 

(2) 思考力、判断力・表現力等 

・論理的に 

考える力や深く共感したり豊か

に想像したりする力を伸ばし、古

典などを通した先人のものの見

方、感じ方、考え方との関わりの

中で伝え合う力を高め、自分の思

いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

(3) 学びに向かう力、人間性等 

・言葉がもつ価値への認識を深め

るとともに、生涯にわたって古典

に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自

覚を深め、言葉を通して他者や社

会に関わろうとする態度を養う。  

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・文法を理解し、テキストの内容

を正確に理解することができる。 

・場面や相手によって言葉の使い

方が変わることを理解すること

ができる。 

・文章の要旨をまとめ、分掌の要

点を把握することができる。 

・自分の考えが適切に伝わるよう

に効果的に話すことができる。 

・表現の違いから動作の主体を思

考し判断することができる。 

・テキストの内容を理解し分かり

やすくまとめることができる。 

・我が国の伝統的な言語文化に対

して主体的に取り組もうとして

いる。 

・自分の考えや意見を積極的に発

信することができる 

評価資料 

・定期考査 

・ノート 

・課題プリント 

・活動状況の観察。 

・定期考査 
・ノート 
・課題プリントの内容 
・活動状況の観察 

・活動状況の観察 

・授業への積極的な参加 

・ノート・課題の提出状況 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

(1) 資料やタブレット等を活用して、古典文法や漢文訓読のルールおよび、作品に描かれた当時の時代背景や登場人物

の心情を理解しましょう。 

(2) 「読むこと」「聞くこと」「自分の考えを適切に表現すること」「伝統的な言語文化を理解すること」がバランスよく

伸ばせるような活動を目指します。 

(3) 評価は定期考査や課題提出物、主体的な授業への取り組みを総合的に判断します。 

 



３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 ６ 

ガイダンス 

十訓抄「大江山の歌」 

・授業の進め方や評価基準について理解する。 

・定家中納言の言動の内容を読み取る。 

・小式部内侍のとった行動を読み取る。 

・和歌文学、および和歌の技巧について理解する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

5 
５ 

６ 

戦国策「蛇足」 

 

 

徒然草「丹波に出雲という

所あり」 

・本文を正しく音読する。 

・脚注を参考にしながら本文を書き下し現代語訳する。 

・「為蛇足者」が酒を失った理由を考える。 

・主語を確認しながら、話のあらすじを読み取る。 

・聖海上人の言葉の変化に沿って心情を読み取る。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

6 
２ 

５ 

 

前記中間考査・解答 

 

五雑組「畏饅頭」 

・この話のおもしろさを説明する。 

 

 

・本文を正しく音読し、書き下し現代語訳する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

7 
 

８ 

 

 

 

方丈記「ゆく河の流れ」 

・「窮書生」が饅頭を食べるために考えた計略を確認する 

・この話のおもしろさどの点にあるか話し合う。 

 

・全文を繰り返し音読し、その構成と内容を捉える。 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

8 
 

２ 

 

 

 

前期期末考査・解説 

・「人」と「栖」の類似点について考える。 

・この作品で描かれている「無常観」について考える。 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

9 
５ 

６ 

呂氏春秋「知音」 

 

 

土佐日記「馬のはなむけ」 

・本文を正しく音読し、書き下し現代語訳する。 

・伯牙と鐘子期の関係を読み取る。 

・故事成語の意味や使い方を確認する。 

・日記文学や作者についての理解を深める。 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

10 ６ 

 

 

史記「四面楚歌」 

 

・朧化表現や機知に富んだ表現を指摘し特色を考える。 

・当時の月日や時刻の呼び方を理解する。 

・本文を正しく音読し、書き下し現代語訳する。 

・漢詩に詠まれた項王の心情を理解する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

11 
２ 

２ 

 

後期中間考査・解説 

小倉百人一首の世界 

・文学史上の位置づけや、紀伝体について理解する。 

 

・鑑賞文が掲載された和歌を鑑賞し、和歌に詠まれた心情

や情景を味わう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ４ 

百人一首大会準備 ・校内百人一首大会に向けて、ルールの確認や札をとる技

術を身に付ける。 

○  ○ 

1 ５ 

淮南子「塞翁馬」 ・本文を正しく音読し、書き下し現代語訳する。 

・「塞翁」と周囲の人々の言動の違いを確認する。 

・本文中の「禍」と「福」について考えさせる。 

・「塞翁」の考え方に確認する。 

○ ○ ○ 

2 

3 

６ 

２ 

枕草子 

「雪のいと高う降りたる

を」 

「中納言参り給ひて」 

後期期末考査・解説 

・場面を読み取り、発言の主体と動作を把握する。 

・作者の発言が、相手にどのように受け取られたか読み取

る。 

・周囲の作者に対する評価を読み取る。 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 地理歴史 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 地理総合 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「 高等学校 新地理総合 」（帝国書院） 

副教材（出版社）  「 高等学校 新地理総合ノート 」(帝国書院) 

教科の目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必
要な公民としての資質・能力を育成することを目標とする。 
(1) 現代世界の地域的特色と日本
及び世界の歴史の展開に関して
理解するとともに、調査や諸資料
から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。 

(2) 地理や歴史に関わる事象の意
味や意義、特色や相互の関連を、
概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、社会に見られる
課題の解決に向けて構想したり
する力や、考察、構想したしたこ
とを効果的に説明したり、それら
を基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理や歴史に関わる諸事象に
ついて、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に解決しよう
とする態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民として
の自覚、我が国の国土や歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての
自覚などを深める。 

科目の目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に
必要な公民としての資質･能力を育成することを目指す。 
(1) 地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性や防
災、地域や地球的課題への取組な
どを理解するとともに、地図や地
理情報システムなどを用いて、調
査や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。 

(2) 地理や歴史に関わる事象の意
味や意義，特色や相互の関連を，
概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて構想したり
する力や，考察，構想したことを
効果的に説明したり，それらを基
に議論したりする力を養う。 

(3) 地理や歴史に関わる諸事象に
ついて，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に解決しよう
とする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民として
の自覚，我が国の国土や歴史に対
する愛情，他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての
自覚などを深める。 

１ 学習の進め方と留意点  

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

現代の地理的諸課題を捉え考
察し、選択・判断するための手が
かりとなる概念や理論について
理解しているとともに、諸資料か
ら、学習活動をするために必要と
なる情報を適切かつ効果的に理
解し、その力を発揮することがで
きている。 

地理的諸課題の解決に向けて、
選択・判断の手がかりとなる考え
方や基本的原理や技能を活用し
て、事実を基に多面的・多角的に
考察し公正に判断して人々の生
活や共生社会を視野に入れなが
ら構想したことを議論したり表
現したりしている。 

・よりよい共生社会の実現を視野 
に、時代を担う公民として、現代 
の諸課題を主体的に解決しよう 
としている。 
・知識及び技能を獲得し、思考力、 
判断力、表現力等を身に付けたり
することに向けた粘り強い取り
組みを行おうとしている。また、
粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしてい
る。 

評価資料 

・定期考査の点数 
・小テスト等の点数 
・ワークシート等の記述内容 
・学習の振り返り 
 

・定期考査の点数 
・ワークシート等の記述内容 
・観察(学習状況、討論・発表
など) 

・学習の振り返り 

・対話的で意欲的な学習活動 
・定期考査の点数 
・ワークシート等の記述内容 
・観察(学習状況、討論・発表
など) 

・学習の振り返り 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(90％以上)、４(80％～90％未満)、３(50％～80％未

満)、２(40％～50％未満)、１(40％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

 

３ 年間授業計画 

(1) 授業の進め方 

・予習や振り返りなどにより、地理的事象を捉える基本的な概念や知識を身に付ける。 

・一斉授業、グループ学習、発表などの学習活動を行い、物事を多面的・多角的に考察し、他者の意見を交えて合理

的かつ公正に判断する力を身に付ける。 

・資料から適切な情報を選択し、課題を追究したり解決したりする活動、レポートにまとめたり発表したりする活動

などを行い、課題追究・課題解決の方法を身に付ける。 

(2) 学習に当たって 

・メディアによる報道をはじめとする様々な情報発信の取捨選択を適切に行い、現代的特質や課題に関心を持つ。 

・関心事項の調査や考察をおこない、論点を見いだすところに地理学習の本質的なねらいがあることを理解する。 

・疑問や気づき・発見を大切にするとともに、他教科科目の学びも活かしながら主体的に学習活動をおこなう。 



月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 ６ 

第 1部 地図でとらえる現代世界 

第 1章 地図と地理情報システム 

１ 節 地球上の位置と時差 

１ 地球上の位置と私たちの生活 

２ 時差と私たちの生活 

２ 節 地図の役割と種類 

１ 地球儀と地図 

２ 身の回りの地図 

３ 統計地図の種類と利用 

４ 地理情報のシステムの活用 

 

 

地球上の位置を緯度経度で表現し、私たちの生活への影響を知る。 

・緯度の違いによる人々の生活への影響を考える。 

・時差による人々の生活への影響を考える。 

地図や地理情報システムの役割や種類を知る。 

・地図図法に特徴を理解し、適切に地図を利用する。 

・主題図と一般図を理解し、適切に地図を利用･作成する。 

・さまざまな統計地図を理解し、適切に地図を利用･作成する。 

・GISのシステムを理解し、役立つ生活場面を考察する。 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

5 ８ 

第 2章 結び付きを深める現代世界 

１ 節 現代世界の国家と領域 

１ 現代世界の国家 

２ 日本の位置や領域 

２ 節 グローバル化する世界 

１ 国家間の結びつき 

２ 貿易によって結び付く世界 

３ さまざまな交通網の発達 

４ 世界を結ぶ通信網の発達 

５ 観光のグローバル化 

 

世界のさまざまな国家を知り、国家の領域や国境について確認する。 

・国家の領域や国境にある決まりを考える。 

・日本の位置や領域、排他的経済水域について理解する。 

世界の国々を結びつける要素を理解し、その変化について考察する。 

・世界の国家の結び付きの変化の原因と理由について理解する。 

・貿易の特徴を踏まえ、その課題について考察する。 

・交通網の発達が人々の生活を支えていることを理解する。 

・通信網の発達が人々の生活を支えていることを理解する。 

・グローバル化によって人々の生活に与える影響を考察する。 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

〇 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

〇 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

〇 

○ 

○ 

6 ８ 

第 2部 国際理解と国際協力 

序説 生活文化の多様性 

１ 生活文化を考察する方法 

１ 節 世界の地形と人々の生活 

１ 大地形と人々の生活 

２ 変動帯と人々の生活 

３ 安定地域と人々の生活 

４ 河川がつくる地形と人々の生活 

５ 海岸の地形と人々の生活 

６ 氷河地形･乾燥地形･カルスト地形と 

人々の生活 

 

世界の生活様式の多様性について理解を深める。 

・世界の多様な生活文化を考察する方法について知る。 

地球上の多様な地形の中で暮らす人々について理解を深める。 

・大地形と人々の生活の関わりについて考察する。 

・変動帯の地形が人々の生活に与える影響について考察する。 

・安定地形の地形が人々の生活に与える影響について考察する。 

・河川をつくる地形が人々の生活に与える影響について考察する。 

・海岸をつくる地形が人々の生活に与える影響について考察する。 

・特殊な地形が人々の生活に与える影響について考察する。 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

〇 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

7 ４ 

２ 節 世界の気候と人々の生活 

１ 気温･降水と人々の生活 

２ 大気大循環と人々の生活 

３ 世界の植生と気候区分 

気候要素と気候因子を踏まえ、人々の生活に与える影響について知る。 

・気温や降水が人々に与える影響について考察する。 

・風が人々に与える影響について考察する。 

・雨温図やハイサーグラフを読み取り、植生と気候とについて考察する。 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

〇 

8 ４ 

４ 熱帯の生活 

５ 乾燥帯の生活 

６ 温帯の生活 

７ 亜寒帯･寒帯の生活 

 

・熱帯の気候と植生が人々の生活に影響していることを考察する。 

・乾燥帯の気候と植生が人々の生活に影響していることを考察する。 

・温帯の気候と植生が人々の生活に影響していることを考察する。 

・亜寒帯･寒帯の気候と植生が人々の生活に影響していることを考察す

る。 

〇 

○ 

○ 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

9 ８ 

３ 節 世界の言語･宗教と人々の生活 

１ 世界の言語と人々の生活 

２ 世界の宗教と人々の生活文化 

４ 節 歴史的背景と人々の生活 

１ 歴史背景が人々の生活に与える影響

５ 節 世界の産業と人々の生活 

１ 人々の生活を支える農業の発展 

２ 人々の生活を支える工業の発展 

３ グローバル化する現代の産業と人々

の生活 

第 2章 地球的課題と国際協力 

１ 節 複雑に絡み合う地球的課題 

１ 相互に関連する地球的課題とその解

決に向けて 

多様な民族の有様とさまざまな宗教や言語が生活に与える影響を知る。 

・言語が人々の生活に与える影響について考察する。 

・宗教が人々の生活に与える影響について考察する。 

歴史的な背景が人々の生活に与える影響を知る。 

・歴史的な背景が人々の生活に与える影響について考察する。 

自然環境を生かした産業の発展とグローバル化による変化を知る。 

・農業の発展が人々の生活に与えた影響について考察する。 

・工業の発展が人々の生活に与えた影響について考察する。 

・産業のグローバル化が人々の生活に与えた影響について考察する。 

 

 

地球的課題の背景にあるものを考えさせ、課題解決能力を養う。 

・地球的課題の確認とその解決に向けた取り組みについて理解する。 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

〇 

○ 

 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

〇 



10 ８ 

２ 節 地球環境問題 

１ 多様な地球環境問題 

２ 熱帯林の破壊への対策 

３ 地球温暖化への対策 

３ 節 資源･エネルギー問題 

 

１ 世界のエネルギー･鉱産資源 

２ エネルギー利用の現状と課題 

３ 地域で異なるエネルギー問題への取り

組み 

４ 節 人口問題 

１ 世界の人口 

２ 発展途上国と先進国の人口問題 

人間の経済活動による地球環境問題に対する取り組みについて知る。 

・地球環境問題の分類化し、その発生原因について理解する。 

・熱帯林破壊の現状とその理由を理解する。 

・地球温暖化の原因と環境への影響を理解する。 

現在の資源エネルギーの使用による課題と持続可能なエネルギーの利 

用について考察する。 

・エネルギー資源と鉱産資源の利用について知る。 

・現在のエネルギー使用における課題を認識し、解決法を検討する。 

・諸国のエネルギー問題への取り組みに見られる特徴を知る。 

 

諸国諸地域で異なる人口動態について理解し、その対策を考える。 

・人口分布や人口増減の特徴を知る。 

・途上国と先進国の人口問題の違いを知る。 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

〇 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

〇 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

〇 

 

 

○ 

○ 

11 ８ 

３ 地域で異なる人口問題への取り組み 

５ 節 食料問題 

 

１ 飢餓と飽食 

２ 地域で異なる食料問題への取り組み 

６ 節 都市･居住問題 

１ 世界の都市の発達 

２ 発展途上国と先進国の都市･居住問題 

３ 地域で異なる都市･居住問題の取り組 

 み 

・インドやフランスを例に人口問題への取り組みの違いを確認する。 

地域による食料自給の偏りの原因をもとに、問題解決に向けた取り組みを 

検討する。 

・飢餓や飽食の実態を理解し、発生の原因を知る。 

・食料問題への取り組みが地域で異なることを知る。 

国や地域で異なる都市･居住問題への対策を知る。 

・都市の発達や大都市の分布の特徴や傾向を理解する。 

・それぞれの地域の都市･居住問題の違いについて理解する。 

・メキシコシティとポーランドの取り組みについて知る。 

〇 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

12 ４ 

第 3部 持続可能な地域づくりと私たち 

第 1章 自然環境と防災 

１ 節 日本の自然環境 

１ 日本の地形 

２ 日本の気候 

２ 節 地震･津波と防災 

１ 地震･津波による災害 

２ 地震･津波の災害地の取り組み 

３ 節 火山災害と防災 

１ 火山の恵みと災害 

２ 火山と共生する地域の取り組み 

自然災害は地域の地形や気候と密接な関係にあることを知る。 

・日本の地形の特徴を理解し、形成の理由を考察する。 

・日本の気候の特徴を理解し、その地域差をについて考察する。 

地震や津波による被害を考え、その発生に備えた取り組みを考える。 

・地震や津波による災害の地域差を考える。 

・防災や減災の取り組みについて考える。 

火山の恩恵と被害を理解し、災害に備えた取り組みを考える。 

・火山が人々にもたらす恵みと災害を考える。 

・火山と共生するための取り組みを考える。 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

1 ４ 

４ 節 気象災害と防災 

１ さまざまな気象災害 

２ 気象災害への取り組み 

５ 節 自然災害への備え 

 

１ 減災の取り組み 

２ 被災地への支援 

気象災害の種類や被害の特徴を知り、その備えとしての取り組みを知る。 

・気象災害が発生する場所の特徴について考察する。 

・気象災害に対する取り組みと課題について考察する。 

災害への備えで被害の軽減を図るためにすべきことを確認し、災害発生

時の危機管理体制について理解する。 

・自然災害の被害を軽減する取り組みについて検討する。 

・被災地への支援として必要なことできることを検討する。 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○

○ 

 

 

○ 

○ 

2 ４ 

第 2章 生活圏の調査と地域の展望 

１ 節 生活圏の調査と地域の展望 

１ 地理的な課題と地域調査 

２ 現地調査の準備 

３ 現地調査の実施 

地理的な課題と特徴を捉え、生活圏が抱える課題について探求する。 

・生活圏の課題を探求するにあたり必要なことを考える。 

・調査にあたり必要な準備をおこなう。 

・効果的な現地調査をおこなうために必要なことを考える。 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

3 ４ 

４ 調査の分析と発表 課題に対して、これまでの学習で身に付けた知識を活用し、自らの関心

に基づいてより学習を深め、関係する統計や図表等の情報と調査結果を

整理し、それに基づき自ら考え判断したことを表現する。 

○ ○ ○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 地理歴史 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 歴史総合 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「 明解 歴史総合 」（帝国書院） 

副教材（出版社）  「 明解 歴史総合ノート 」(帝国書院) 

教科の目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必
要な公民としての資質・能力を育成することを目標とする。 
(1) 現代世界の地域的特色と日本
及び世界の歴史の展開に関して
理解するとともに、調査や諸資料
から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。 

(2) 地理や歴史に関わる事象の意
味や意義、特色や相互の関連を、
概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、社会に見られる
課題の解決に向けて構想したり
する力や、考察、構想したしたこ
とを効果的に説明したり、それら
を基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理や歴史に関わる諸事象に
ついて、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に解決しよう
とする態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民として
の自覚、我が国の国土や歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての
自覚などを深める。 

科目の目標 

広い視野と見識を養い、「近代化」、「大衆化」、「グローバル化」の３つの軸を中心に歴史を捉え、生徒
が現代的な諸課題を考える力を身に付けることを大目標とする。そのために、歴史的知識をただ覚えるの
ではなく、その理解に必要な技能をより多く習得させる。 
また、平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者としての生き方を見いだせるよう、多面的・多角的

な考察力、適切で確かな判断力を磨き、主体的学習に取り組む人間の形成を目指す。 
(1) 近現代の歴史の変化に関わる
諸事象について世界とその中の
日本を広く相互的な視野から捉
え、現代的な諸課題の形成に関わ
る近現代の歴史を理解するとと
もに、諸資料から歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。 

(2) 近現代の歴史の変化に関わる
事象の意味や意義、特色などを時
期や年代、推移、比較、相互の関
連や現在とのつながりなどに注
目して、概念などを活用して多面
的・多角的に考察したり、歴史に
見られる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論した
りする力を養う。 

(3) 近現代の歴史の変化に関わる
諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵養される日本
国民としての自覚、我が国の国土
や歴史に対する愛情、他国や他国
の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。 

１ 学習の進め方と留意点  

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

現代の諸課題を捉え考察し、選
択・判断するための手がかりとな
る概念や理論について理解して
いるとともに、諸資料から、倫理
的主体などとして活動するため
に必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめている。 

現実社会の諸課題の解決に向
けて、選択・判断の手がかりとな
る考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して、事実を
基に多面的・多角的に考察し公正
に判断したり、合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想した
ことを議論したり表現したりし
ている。 

・よりよい社会の実現を視野に、
公共的な空間に生き国民主権
を担う公民として、現代の諸課
題を主体的に解決しようとし
ている。 

・知識及び技能を獲得したり、思
考力、判断力、表現力等を身に付
けたりすることに向けた粘り強
い取り組みを行おうとしている。
また、粘り強い取り組みを行う中
で、自らの学習を調整しようとし
ている。 

評価資料 

・定期考査の点数 
・小テスト等の点数 
・ワークシート等の記述内容 
・学習の振り返り 
 

・定期考査の点数 
・ワークシート等の記述内容 
・観察(学習状況、討論・発表
など) 

・学習の振り返り 

・対話的で意欲的な学習活動 
・ワークシート等の記述内容 
・観察(学習状況、討論・発表
など) 

・学習の振り返り 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（83％以上）B（82％～51％）

C(50％以下)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(90％以上)、４(80％～90％未満)、３(50％～80％未

満)、２(40％～50％未満)、１(40％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

(1) 授業の進め方 

・予習や振り返りなどにより、近現代の歴史を捉える基本的な概念や知識を身に付ける。 

・一斉授業、グループ学習、発表などの学習活動を行い、物事を多面的・多角的に考察し、他者の意見を交えて合理的

かつ公正に判断する力を身に付ける。 

・資料から適切な情報を選択し、課題を追究したり解決したりする活動、レポートにまとめたり発表したりする活動な

どを行い、課題追究・課題解決の方法を身に付ける。 

(2) 学習に当たって 

・メディアによる報道をはじめとする様々な情報発信の取捨選択を適切に行い、現代的特質や課題に関心を持つ。 

・関心事項の調査や考察をおこない、論点を見いだすところに歴史学習の本質的なねらいがあることを理解する。 

・疑問や気づき・発見を大切にするとともに、他教科科目の学びも活かしながら主体的に学習活動をおこなう。 



３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 ６ 

１ 部 歴史の扉 

１ 章 歴史と私たち 

１ 食文化から見る日本と世界の歴史 

２ 歴史の特質と資料/歴史的資料の解釈 

２ 部 近代化と私たち 

 近代化への問い 

18世紀までの世界 

１ 章 江戸時代の日本と結び付く世界 

１ アジアの中の江戸幕府 

 

中学までの振り返りで歴史的事象をフィードバックさせる。 

・歴史を学ぶ意義を知る。簡単な確認をする。 

・オリエンテーションを行う。簡単な確認をする。 

 

資料の読み取り方の技能について確認をする。 

・適切な情報選択をおこない、その情報を基に考察する。 

歴史的な問い立てを行い、諸資料を通じて解決する力をつける。 

・近世までの国際関係をあるものを通して理解する。 

18世紀の日本と世界のつながりを通して考察力を身に付ける。 

・江戸幕府の鎖国政策のねらいを考察する。 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

5 ８ 

２ 成熟する江戸社会 

３ 清の繁栄と結び付くアジア 

４ アジア･アメリカに向かうヨーロッパ 

２ 章 欧米諸国による近代化 

１ イギリスの革命とアメリカの独立 

２ フランス革命 

３ フランス革命の影響 

４ 産業革命で変わる社会 

５ イギリスの繁栄と国際分業体制 

・江戸社会の特質について考察する。 

・清のアジア・ヨーロッパとの結び付きの背景について考察する。 

・ヨーロッパのアジア、アメリカ進出について考察する。 

17～18世紀のヨーロッパ社会の変化の本質について理解を深める。 

・ヨーロッパ社会の変質について理解する。 

 

・ヨーロッパの近代化が幕開けすることを理解する。 

・ヨーロッパ全土への近代化の広がりについて理解する。 

・近代化が産業革命の推進によって激変することを理解する。 

・イギリスを中心とする近代化について理解する。 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

6 ８ 

３ 章 近代化の進展と国民国家の形成 

 

１ 1848年 

２ 国民国家の成立とロシアの近代化 

３ アメリカの拡大と第 2次産業革命 

４ 帝国主義と世界の一体化 

４ 章 アジア諸国の同様と日本の開国  

１ 西洋の衝撃と西アジアの変化 

２ 南・東アジアの植民地化 

３ 節 ヨーロッパの日本接近とアヘン 

戦争 

４ 黒船の来航と日本の対応 

産業革命期の世界経済体制を理解し、アジアや欧米諸国の経済の変化に

ついて資料を用いて表現させる。 

・近代ヨーロッパの転換点について説明する。 

・国民国家成立の背景とロシア近代化の遅れを説明する。 

・アメリカの統一と進展と第 2次産業革命の関係について説明する。 

・第 2次産業革命後の世界の変化について説明する。 

国家間格差の拡大を埋めるために必要なことについて考えさせる。 

・イスラーム諸国が欧州勢力の進出により受けた影響を考察する。 

・アジアにイギリスが進出した理由を考察する。 

・清の欧州勢力進出に対する反応について考察する。 

 

・日本の欧州勢力進出に対する反応について考察する。 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

〇 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

7 ４ 

５ 新体制の模索と江戸幕府の滅亡 

５ 章 近代化が進む日本と東アジア 

１ 新政府の誕生 

２ 近代国家を目指す日本 

３ 日本と清の近代化と日清戦争 

４ 列強の中国進出と日露戦争 

５ 日露戦争が与えた影響 

・近代化を受け入れた日本国内の対応について考察する。 

日本や東アジアの近代化の変化を資料から読み取る力を身に付ける。 

・資料から明治維新を読み解く。 

・資料から日本の近代化政策を読み解く。 

・資料から日本、清、朝鮮の国際関係を読み解く。 

・資料から日清戦争後の国際関係を読み解く。 

・日露戦争の影響が世界に与えた影響を資料から読み解く。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

8 ４ 

３ 部 国際秩序の変化や大衆化と私た 

   ち 

１ 章 国際秩序の変化や大衆化の問い 

１ ドイツの挑戦とバルカンの緊張 

２ 総力戦となった第一次世界大戦 

３ ロシア革命と大戦の終結 

２ 章 国際協調と大衆社会の広がり 

１ ヴェルサイユ体制の成立 

 

 

国際秩序の変化や大衆化について考察させる。 

・ドイツとロシアの対外政策変更について考察する。 

・諸国やその国民がどのようにして第一次大戦に関わったのか考察する。 

・ロシアで社会主義政権が成立した背景を考察する。 

世界に拡大した大衆化について考察させる。 

・第一次大戦後の国際秩序の内容について考察する。 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

  

２ 東アジアの民族自決の行方 

３ 中東･インドの民族自決の影響 

４ ヨーロッパの復興と大衆の政治参加 

・第一次大戦後の東アジアの変化を考察する。 

・第一次大戦が中東諸国やインドに与えた影響を考察する。 

・第一次大戦後に世界の人々が望んだものを考察する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 



9 ８ 

５ 大衆社会の出現とアメリカの繁栄 

６ 日本における大衆社会の形成 

３ 章 日本の行方と第二次世界大戦 

１ 世界恐慌が与えた影響 

２ ファシズムの台頭と拡大 

３ 政党政治の断絶と満州事変 

４ 日中戦争のはじまり 

５ 第二次世界大戦の展開 

６ 戦局の悪化と被害の拡大 

・欧米で形成された大衆社会の内容について考察する。 

・日本の大衆化がどのように進んだかを考察する。 

大衆化が戦争を導いた理由を資料から読み取らせる。 

・世界恐慌が国際協調に与えた影響を読み取る。 

・ファシズムが人々を魅了した理由を資料から読み取る。 

・日本のファシズム化を資料から読み取る。 

・日本が日中戦争をはじめた理由を資料に表現する。 

・第二次大戦が世界規模に拡大した理由や背景を説明する。 

・第二次大戦の進展について、多観点から考察する。 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

〇 

〇 

〇 

〇 

○ 

 

○ 

〇 

○ 

〇 

〇 

○ 

10 ８ 

７ 第二次世界大戦の終結とその惨禍 

４ 章 再出発する世界と日本 

１ 戦後の新たな国際秩序 

２ 冷戦のはじまり 

３ 日本撤退後のアジア 

４ 日本の改革と独立の回復 

４ 部 グローバル化と私たち 

１ 章 冷戦で揺れる世界と日本 

１ アメリカ･ソ連の緊張と緩和 

２ 冷戦下における日本の復興 

３ 第三勢力の形成と脱植民化 

・終戦を迎えた日本が抱えた問題を資料から考察する。 

第二次大戦後の国際秩序の変化がどのように変化したかを理解する。 

・大戦後の国際体制づくりについて特徴を理解する。 

・冷戦がはじまった理由、背景を理解する。 

・日本が撤退した後、アジア諸国が主権を回復する流れを理解する。 

・占領下の日本が独立を回復した流れを理解する。 

 

グローバル化と世界のつながりの変化と特徴を理解させる。 

・冷戦が世界に与えた影響について考察する。 

・日本の高度経済成長と冷戦下の外交について考察する。 

・冷戦が激化する中、アジア・アフリカの脱植民地化の進展を考察する。 

○ 

 

○ 

○ 

〇 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

〇 

〇 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

〇 

○ 

○ 

11 ８ 

４ 中東戦争とパレスチナ問題 

２ 章 多極化する世界 

１ 揺らぐアメリカと先進各国の変化 

２ 経済大国日本の模索 

３ 経済発展に取り組むアジア･南米諸国 

４ イスラーム復興と冷戦への影響 

３ 章 グローバル化の中の世界と日本 

１ 冷戦の終結と変わる世界構造 

２ 冷戦の終結が世界に与えた影響 

３ 超大国アメリカと中東情勢 

・中東問題が世界に与える影響について考察する。 

経済成長を目標に諸国が冷戦の中でどのように進むのか考察させる。 

・60～70年代のアメリカが抱えた問題が世界に与える影響を考察する。 

・60～70年代の日本が抱えた問題について考察する。 

・東アジア･東南アジア諸国が経済成長した理由や背景を考察する。 

・イラン=イスラーム革命が世界に与えた影響を考察する。 

グローバル化が世界を変化させたことを資料から読み取らせる。 

・雪解けによる世界構造の変化を読み取る。 

・冷戦終結がアジアに与えた影響を読み取る。 

・アメリカが中東問題に関与する理由を読み取る。 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

12 ４ 

４ 国際環境の変化と日本 

５ グローバル化による国際環境の変容 

 

現代的な諸課題の展望について考える 

 

・国際環境の変化が日本の政治や経済に与えた影響を読み取る。 

・グローバル化の進展による国際社会の変化を読み取る。 

 

地球規模の課題について自ら設定し、 

①その問題の形成過程を調べる。 

②教科書以外の関連する情報を調べる。 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

1 ４ 
 ③グループで情報の共有化を図り、自分の考えを深める。 

 ④自分の考えをレポート化する。 

○ 

〇 

○ 

○ 

○

〇 

2 ４ 
  ⑤スライドを使って発表する資料をつくる。 ○ ○ ○ 

3 ４ 
 課題に対して、これまでの学習で身に付けた知識を活用し、自らの関心に

基づいてより学習を深め、関係する統計や図表等の情報を整理し、それ

に基づき自ら考え判断したことを整理して表現できる。 

○ ○ ○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 数   学 年 次 2 コース 共通 

科 目 名 数 学 Ⅱ 履修区分 必修 単位数 4 

教科書（出版社）  「新編 数学Ⅱ」（数研出版） 

副教材（出版社）  「3TRIAL Ⅱ」（数研出版）もしくは「3TRIAL Ⅱ+B」（数研出版） 

教科の目標 

数学的な見方･考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質･能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

科目の目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) いろいろな式、図形と方程式、指
数関数・対数関数、三角関数及び微
分・積分の考えについての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにす
る。 
 
 

(2) 数の範囲や式の性質に着目し、等
式や不等式が成り立つことなどにつ
いて論理的に考察する力、座標平面上
の図形について構成要素間の関係に
着目し、方程式を用いて図形を簡潔・
明瞭・的確に表現したり、図形の性質
を論理的に考察したりする力、関数関
係に着目し、事象を数学的に考察した
り、問題解決の過程や結果を振り返っ
て統合的・発展的に考察したりする力
を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
養う。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・いろいろな式，図形と方程式，指数
関数・対数関数，三角関数及び微分・
積分の考えについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。 

・数の範囲や式の性質に着目し，等式
や不等式が成り立つことなどについ
て論理的に考察する力，座標平面上の
図形について構成要素間の関係に着
目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を
論理的に考察したりする力，関数関係
に着目し，事象を的確に表現してその
特徴を数学的に考察する力，関数の局
所的な変化に着目し，事象を数学的に
考察したり，問題解決の過程や結果を
振り返って統合的・発展的に考察した
りする力を養う。 

・数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度、粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、
問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価･改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述状況 
・宿題・課題等の提出状況 
・振り返りシート 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 10 

１章 方程式・式と証明 

1 節 整式・分数式の計算 

 1 整式の乗法と因数分

解       (1) 

 

 2 二項定理    (2) 

  

 

 

 

 

 

３次式の乗法公式と因数分解の公式について理解し計算で

きる。 

パスカルの三角形から二項定理の数字の並びに気づき、そ

の応用を通して数学の良さに触れる。 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

(1) 課題学習型授業 

  主に与えられた問題を解くことで、思考力や自主学習能力を向上させます。考査は選択制で、１学年時の考査形式

を踏襲し８割が共通問題、２割は標準問題及び基礎問題とします。標準問題が評価に大きく関わります。 

(2) 家庭学習 

  「わかる」と「できる」は同じではありません。「わかる」ために授業をフル活用し、「できる」ようになるために  

 家庭学習（授業時間外の学習）を習慣にしてください。問題集、スタディサプリ等に繰り返し取り組みましょう。 



3 整式の除法   (2) 

  

 

 

4 分数式とその計算(2) 

 

2 節 ２次方程式 

 1 複素数とその演算(3) 

  

整式の割り算をすることができる。また、整式 A を整式 B

で割った商と余り R の関係式 A＝BQ+R を見いだすととも

に、この関係式から余りを求めることができる。 

 

分数の中に式が入っている整式の約分や通分と四則計算が

できる。 

 

数の範囲を複素数まで拡張することに興味をもち、その必

要性と意味を理解する。 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

5 12 

2 解の公式    (3) 

 

 

 

3 解と係数の関係  (3) 

 

 

3 節 高次方程式 

 1 因数定理     (4) 

 

【前期中間考査】  (2) 

数の範囲を複素数まで拡張すると、どのような２次方程式

でも解の公式によって解くことができることや、２つの解

を持つことを理解する。 

 

２次方程式の２つの解の和と積が、方程式を解かなくても

解と係数の関係によって求めることができることに興味を

持つ。 

 

剰余の定理、因数定理を理解する。 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

6 16 

2 簡単な高次方程式 (3) 

4 節 式と証明 

 1 恒等式     (4) 

  

 

 

2 不等式の証明  (4) 

 

 

２章 図形と方程式 

1 節 点と直線 

 1 直線上の点の座標(2) 

 

 

 2 平面上の点の座標(3) 

 

 

因数分解や因数定理を利用して高次方程式を解くことがで

きる。 

恒等式の考えを理解し、等式の証明ができるようになる。 

 

不等式の性質を理解し、不等式の証明をすることができる。

また、相加平均と相乗平均の間に成り立つ関係を理解し、

利用することができる。 

 

 

数直線上の２点間の距離や、内分点・外分点の意味を理解

し、求めることができる。 

 

平面座標上の２点間の距離や、内分点・外分点を座標の計

算で求めることができる。 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

7 12 

3 直線の方程式  (3) 

 

 

 4 ２直線の関係  (2) 

 

 

 

2 節 円 

 1 円の方程式   (3) 

 

 2 円と直線    (3) 

 

さまざまな直線の方程式を、図形との関係を明らかにしな

がら求めることができる。 

 

２直線が平行になる場合と垂直になる場合について理解

し、それぞれの条件を求めることができる。また、座標を

利用して、図形の性質を調べることに興味を持つ。 

 

 

円の方程式を求めることができる。 

 

直線の方程式と円の方程式を連立させて２次方程式を解く

ことにより、その共有点の座標を求めることができる。ま

た、円と直線の位置関係に判別式がどのように関連するか

を考察することができる。 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

8 8 

3 ２つの円の位置関係 

          (1) 

3 節 軌跡と領域 

 1 軌跡とその方程式(3) 

 

 

２つの円の位置関係を理解する。 

 

 

直線や円が条件を満たす点の集合として表せることを理解

し、軌跡の方程式を求めることができる。 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 



2 不等式の表す領域(3)  

 

 

【前期期末考査】    (2) 

直線や円によって区切られる領域が１つの不等式で表され

ることを理解する。また、不等式が表す領域を図示するこ

とができる。 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

 

9 12 

2 連立不等式の表す領 

域       (3) 

 

３章 三角関数 

1 節 三角関数 

 1 一般角     (2) 

  

2 弧度法     (2) 

  

 

3 三角関数    (3) 

  

 

 

4 三角関数の性質 (2) 

いくつかの不等式で表される領域がそれぞれの不等式が表

す領域の共通部分であることを理解し、それを図示するこ

とができる。 

 

 

360°以上の角やマイナスの角の考え方について理解する。 

 

弧度法による角の表示について理解し、扇形の面積や弧の

長さを求めることができる。 

 

三角関数を一般角、弧度法により定義し、三角関数と単位

円との関係や値域を理解する。また、三角関数の相互関係

などについて理解する。 

 

三角関数の性質を理解する。 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

10 16 

5 三角関数のグラフ (4) 

 

6 三角関数を含む 

  方程式・不等式 (2) 

 

2 節 加法定理 

1 加法定理    (4) 

 

 

 

2 加法定理の応用 (3) 

 

3 三角関数の合成 (3) 

三角関数のグラフの特徴に興味を持ち、その特徴を理解し

てグラフから様々な事を考察することができる。 

 

三角関数を含む方程式や不等式の解法を理解する。 

 

 

三角関数の加法定理の考え方を学び、公式を操作すること

について理解する。また、15°や 75°などの計算ができる

ようになる。 

 

加法定理から 2 倍角の公式を導き、利用できる。 

 

三角関数の合成について理解し、関数の最大値、最小値を

求めることができる。 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

11 12 

４章 指数関数・対数関数 

1 節 指数関数 

 1 整数の指数   (2) 

  

 

2 累乗根     (2) 

  

3 有理数の指数  (2) 

 

 

 4 指数関数とその 

グラフ     (4) 

 

【後期中間考査】    (2) 

 

 

指数の拡張に興味を持ち、拡張の考え方を帰納的に考え理

解する。 

 

累乗根の意味を理解し、計算することができる。 

 

指数を整数から有理数に拡張しても累乗が定義できること

を、帰納的に考え理解する。 

 

指数関数のグラフの特徴と性質を理解し、指数関数のグラ

フを利用して実数の大小比較や方程式、不等式を解くこと

ができる。 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

12 12 

2 節 対数関数 

1 対数とその性質  (3) 

 

 

2 対数関数とそのグラフ     

(4) 

 

3 常用対数     (3) 

 

 

対数の定義や性質を理解し、簡単な式の値を求めることが

できる。 

 

指数関数の性質と関連づけながら、対数関数の性質につい

て理解を深め、そのグラフの特徴と性質を理解する。 

 

常用対数について理解を深め、実生活で利用されている計

算方法を学び、その良さに触れる。 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 



５章 微分と積分 

1 節 微分係数と導関数 

 1 平均変化率   (2) 

 

 

平均変化率が、2 点を通る直線の傾きに等しいことを理解す

る。 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

1 8 

2 微分係数     (2) 

 

 

 

3 導関数      (3) 

 

 

4 導関数の計算   (3) 

 

関数の平均変化率の極限値として、微分係数を求めること

ができる。また、グラフの接線の傾きと対比して、微分係

数の図形的な意味を理解する。 

 

微分係数を関数的にとらえることで、導関数の定義を認識

する。 

 

導関数の定数倍・和・差の公式を用いて、簡単な導関数を

計算することができる。 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

2 12 

2 節 導関数の応用 

1 接線の方程式   (3) 

 

2 関数の増減    (2) 

 

 

3 関数の極大極小  (2) 

 

 

4 方程式・不等式へ 

 の応用      (2) 

 

【後期期末考査】    (2) 

 

微分法を用いて、接線の方程式を求める。 

 

関数の増加と減少を導関数と結びつけて考え、調べる事が

できる。 

 

導関数を用いて関数の極大・極小を調べる事ができる。ま

た、その結果からグラフを書くことができる。 

 

微分法を用いて関数のグラフをかき、その結果を方程式の

解の個数を調べる事や不等式の証明に応用できる。 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

 

 

 

3 10 

3 節 積分 

1 不定積分     (2) 

 

 

2 定積分     (4) 

3 定積分と面積  (4) 

 

 

 

微分法の逆演算として不定積分を理解し、計算できる。 

定積分の定義を理解し、その計算ができる。 

 

曲線や直線で囲まれた図形の面積を定積分により求める方

法を理解する。また、その定積分を計算して面積を求める

ことができる。 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

 

 

 

 

 

 

◯ 

◯ 

 

 

 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

 

 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 理科 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 地学基礎 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「地学基礎」（実教出版） 

副教材（出版社）  「ビジュアルプラス 地学基礎ノート」（実教出版） 

教科の目標 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然
の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す 
(1) 
自然の事物・現象についての理解を深
め，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に付け
られるようにする。 
 

(2) 
観察，実験などを行い，科学的に探究
する力を養う。 

(3) 
自然の事物・現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。 

科目の目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しを
もって観察，実験を行うことなどを通して，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。 
(1)  
日常生活や社会との関連を図りなが
ら，地球や地球を取り巻く環境につい
て理解するとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本的な技能を身に付けている。 
 
 
 

(2)  
地球や地球を取り巻く環境を対象に，
探究の過程を通して，情報の収集，仮
説の設定，実験の計画，野外観察，調
査，データの分析・解釈，推論などの
探究の方法を習得するとともに，報告
書の作成や発表を通して，何が分かる
ようになったかを表現することがで
きる。 
 

(3)  
地球や地球を取り巻く環境に対して
主体的に関わり，それらに対する気付
きから課題を設定し解決しようとす
る態度が養われている。 
自然環境の保全に寄与する態度が養
われている 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・日常生活や社会との関連を図りなが
ら，地球や地球を取り巻く環境につい
て理解するとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本的な技能を身に付けている。 
 
 

・地球や地球を取り巻く環境を対象
に，探究の過程を通して，情報の収集，
仮説の設定，実験の計画，野外観察，
調査，データの分析・解釈，推論など
の探究の方法を習得するとともに，報
告書の作成や発表を通して，何が分か
るようになったかを表現することが
できる。 
 

・地球や地球を取り巻く環境に対して
主体的に関わり，それらに対する気付
きから課題を設定し解決しようとす
る態度が養われている。 
 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の提出状況 
・確認テスト等の点数 
・振り返りシート等 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 4 

1 章 地球の構成と運動 

1 節 地球の構造 

1.地球の形と大きさ 

2.地表のようす 

3.地球内部の構造 

・地球の形の特徴と大きさを，観察や測定の結果などから

見いださせて理解させる。 

・地球の内部には層構造があり，その状態が異なることを

理解させる。 

・地球内部の層構造について，地殻，マントル，外核，内

核の区分と状態を扱う。また，それぞれの代表的な構成物

質についても扱う。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

(1) 実験・観察 

 各単元において適宜、実験・観察を行います。操作に対する説明を理解し、安全に実習に取り組みましょう。また、

目的意識を持って実験・観察に取り組み、科学的に探求することの基礎を学びましょう。 

(2) 身につけるべき知識とその活用 

 物質とその変化に関する基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的に探究する力を身につける。学習した知識を基

に、化学と日常生活や社会との関わりを考えることができるように努める。 

(3) 家庭学習 

 授業の予習・復習を行い、学習内容を定着できるように努めましょう。ワークブックや教科書の問題、授業プリント

を用いた学習に繰り返し取り組みましょう。 



5 6 

2 節 プレートの運動 

1.プレートテクトニクス 

2.大地形の形成と地質構

造 

・マントル内にプルームが存在していることを扱う。 

・中央海嶺や海溝，大山脈などの大地形の形成や，断層・

褶曲などの地質構造がプレートの運動と関連しているこ

とを見いださせる。 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

6 6 

3 節 地震と火山 

1.地震活動 

2.火山活動 

・地震の発生プロセスを理解させる。 

・火成岩については，組織と化学組成や鉱物の組合せに基

づいて分類されること，及び多様な火成岩がマグマの性質

と関係していることを学ばせる。 

〇 

〇 

 

〇 

 

7 6 

2 章 大気と海洋 

1 節 大気の構造と運動 

1.高度による気圧・気温の

変化 

2.大気の層構造 

3.大気中の水とその状態 

4.大気の状態 

・気圧や気温の鉛直方向の変化に関する資料に基づいて，

大気の構造の特徴を見いだせて理解させる。 

・大気の構造については，気圧や気温が高度とともに変化

することや，対流圏，成層圏，中間圏，熱圏が気温の変化

によって区分されていることを理解させる。 

・対流圏では雲の発生や降水，成層圏ではオゾン層により

紫外線が吸収されること，熱圏ではオーロラや流星が見ら

れることなどを学ばせる。 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

8 4 

2 節 大気の大循環 

1.地球のエネルギー収支 

2.大気のエネルギー収支 

3.大気大循環 

4.温帯低気圧と熱帯低気

圧 

・人工衛星による赤外画像や放射冷却に関する資料に基づ

いて，大気や地表から放射が行われていることを理解させ

る。 

・水蒸気，二酸化炭素やメタンなどが温室効果をもたらし

ていることを学ばせる。 

〇  

 

 

〇 

 

 

 

〇 

9 6 

3 節 海洋の構造と海水

の運動 

1.海洋の層構造 

2.海水の運動と循環 

4 節 日本の四季の気象

と気候 

1.気象と気候 

2.日本の四季 

・大気と海水の運動に関する資料に基づいて，大気と海洋

の大循環について理解させるとともに，それらの地球規模

の流れと緯度による太陽放射の受熱量の変化などから，地

球規模で熱が輸送されていることを見いださせて理解さ

せる。 

・人工衛星による赤外画像や放射冷却に関する資料に基づ

いて，大気や地表から放射が行われていることを理解させ

る。 

・年平均の風や海流の分布などの資料に基づいて，偏西風，

貿易風，ハドレー循環，暖流，寒流などを理解させる。 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

10 8 

3 章 宇宙，太陽系と地球

の誕生 

1 節 宇宙の誕生 

1.宇宙の姿 

2.天体の距離と光の速さ 

3.ビッグバンから天体の

誕生まで 

・宇宙の誕生，及び太陽系の誕生について理解させるとと

もに，地球が太陽系の一員として誕生し，生命を生み出す

条件を備えた惑星となった過程を理解させる。 

・宇宙の誕生については，ビッグバンを扱い，宇宙の年齢

と宇宙の誕生の過程で水素やヘリウムの原子がつくられ

たことを理解させる。 

〇 

 

 

〇 

〇  

 

 

〇 

11 8 

2 節 太陽の誕生 

1.現在の太陽 

2.太陽の誕生 

3 節 惑星の誕生と地球

の成長 

1.太陽系の姿 

2.太陽系の誕生と惑星の

分類 

3.地球の誕生と成長 

・太陽系の誕生については，原始太陽系円盤から太陽系が

誕生したことを理解させる。その際，惑星が形成された過

程を中心に扱い，惑星の形成過程で物質の分化により内部

に層構造ができたことを学ばせる。 

・太陽からの距離，質量，大きさなどによって，水が液体

として存在できる環境がつくられたことや，原始大気が形

成されたことを取り上げ，地球が生命を生み出す条件を備

えているという特徴をもつことを理解させる。 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

12  6 

4 章 古生物の変遷と地

球環境の変化 

1 節 地層のでき方 

1.地層のでき方 

2.堆積岩 

3.地層を調べる 

2 節 化石と地質時代 

1.化石 

・地層や化石に関する観察などを行い，古生物の変遷など

に基づいて古生代，中生代，新生代の地質時代が更に区分

されることを理解させる。 

・地球環境の変化に関する資料に基づいて，大気の変化と

生命活動が相互に関わりをもちながら地球環境が変化し

てきたことを見いださせて理解させる。 

〇 

 

 

〇 

〇  

 

 

〇 

 



1 6 

2.地層の対比と地質時代

の区分 

3 節 古生物の変遷と地

球環境 

1.初期生命と大気の変化 

2.多様な生物の出現と脊

椎動物の発展 

・古生代の三葉虫，フズリナ，イクチオステガ，リンボク，

中生代の恐竜，アンモナイト，ソテツ，トリゴニア，新生

代のイネ科などの被子植物，貨幣石，ビカリア，ナウマン

ゾウなど代表的な化石について学ばせる。また，ヒトの進

化では，直立二足歩行などの人類の特徴を扱う。 

・光合成生物の出現による酸素の増加やオゾン層の形成，

オゾン層の形成による地表での紫外線の減少と生物の陸

上進出について理解させる。 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

2 6 

3.哺乳類の繁栄と人類の

発展 

5 章 地球の環境 

2 節 地球環境の科学 

1.人間がもたらす環境問

題と自然変動 

 

・日本における自然環境の特徴を理解させ，それらがもた

らす恩恵や災害など，人間生活が自然環境と深く関わって

いることを学ばせる。 

・地域の自然災害の実例や防災に関する資料，ハザードマ

ップなどに基づいて，地域の自然災害の特徴を理解させ

る。 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

3 4 

2.気候変動と地球環境問

題 

3.地球環境と物質循環 

4.地球環境に与える人間

生活の影響 

・地球環境の変化を見いだし，その仕組みを理解させると

ともに，それらの現象と人間生活との関わりについて認識

させる。 

・地球温暖化，オゾン層破壊，エルニーニョ現象などにつ

いて仕組みを理解させるとともに，人間生活に関連してい

ることを理解させる。 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 保健体育 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 体育 履修区分 必修 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「現代高等保健体育 保体７０１」（大修館） 

副教材（出版社）  「現代高等保健体育ノート」（大修館） 

教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過

程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポ

ーツライフを継続するための資質・能力を育成することを目指す。 
 

(1)各種の運動の特性に応じ

た技能等及び社会生活におけ

る健康・安全について理解す

るとともに、技能を身に付け

るようにする。 
 

(2)運動や健康についての自

他や社会の課題を発見し、合

理的、計画的な解決に向けて

思考し判断するとともに、他

者に伝える力を養う。 
  

(3)生涯にわたって継続して

運動に親しむとともに健康の

保持増進と体力の向上を目指

し、明るく豊かで活力ある生

活を営む態度を養う。 

科目の目標 

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するための資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 

(1)運動の合理的、計画的な実

践を通して、運動の楽しさや

喜びを深く味わい、生涯にわ

たって運動を豊かに継続する

ことができるようにするた

め、運動の多様性や体力の必

要性について理解するととも

に、それらの技能を身に付け

るようにする。 
 

(2)生涯にわたって運動を豊

かに継続するための課題を発

見し、合理的、計画的な解決

に向けて思考し、判断すると

ともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝える力を養

う。 

(3)運動における競争や協働

の経験を通して、公正に取り

組む、互いに協力する、自己

の責任を果たす、参画する、

一人一人の違いを大切にしよ

うとするなどの意欲を育てる

とともに、健康・安全を確保

して、生涯にわたって継続し

て運動に親しむ態度を養う。  

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の観点の趣旨 

・運動の合理的、計画的な実 

践に関する具体的な事項に 

ついて理解している。 

・各種運動の多様性や体力の 

必要性を理解し、それらの 

技能を身に付けている。 

・各技能の名称や実践の仕方 

 を理解している。 

・ルールを理解している。 

 

 
 
 
 
 

・自己や仲間の課題を発見し、 

合理的、計画的な解決をしよ 

うとしている。 

・自己や仲間の課題に応じた 

取り組み方や目的に応じた 

運動の組み合わせ方を工夫

し、考えたことを他者に伝

えている。 
 
 

・授業にふさわしい身だしな

みをしている。 

・健康・安全に留意して活動 

している。 

・運動の合理的、計画的な実 

践に自主的に取り組もうと 

している。 

・公正に取り組み、互いに協 

力している（準備・後片付 

け含む）。 

・互いの良さや一人一人の違 

いを大切にしようとしてい 

る。 

評価資料 

・活動状況の観察 

・単元テスト等の記述内容 

・技能テスト等の点数 

・種目の特性の理解 

・ルールやマナーの理解 

 
 
 

・活動状況の観察 

・単元テスト等の記述内容 

・技能テスト等の点数 

・合理的・計画的に取り組む 
姿勢 

・課題を把握し、工夫して取
り組む姿勢 

・自己や仲間の考えたことを
他者に伝える姿勢 

・活動状況の観察 
・単元テスト等の記述状況 
・ふさわしい服装 
・健康・安全を意識した取り 
組み方 

・自主的・計画的な取り組み
方 

・仲間との関わりとその協力

する態度 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

(1) 男女別及び共習の形式で実施する。その際、体力や運動技能の差を鑑みて、多角的な評価をする。 

(2) 互いの違いを受け入れて、協働的・積極的に取り組むこと。 

(3) ルールやマナーを大切にすること。 

(4) 健康・安全に留意して活動すること。 



評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(80％未満～60％)、３(60％未満～40％)、

２(40％未満～30％)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 

5 
7 

・オリエンテーション 

・体育理論 

 

 

・体つくり運動 

（集団行動） 

 

 

 

 

（体力テスト） 

 

・年間計画と授業の目標について確認する。 

・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について

運動やスポーツの効果的な学習の仕方について、豊かな

スポーツライフの設計の仕方について学ぶ。 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わう。 

・仲間と積極的に交流する。 

・個々のねらいに応じ、健康に生活するために運動をおこ

なうための体力を身につける。 

・集団行動の行動様式を理解する。 

 

・正しい測定の方法を学ぶ。 

・仲間と協力し、主体的に行動する。 

・道具を正しく使用し、安全にも留意する。 

・自己の体力を理解し、課題を発見する。 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

5 

6 

7 

19 

・体育理論・単元テスト 

・（男子選択） 

○バドミントン 

○卓球 

・（女子） 

 ○テニス 

・ダンス 

 

 

・単元の定着度、理解度を深める。 

・安全に留意し、仲間と協力し合いながら取り組む。 

・自己の目標を持ち、個人の能力を最大限に発揮できるよ 

う自己の動作を理解する。 

・各種目の基本技能を身につけ、ミニゲームや試合を展開 

できるようになる。 

・感じを込めて踊ったり、仲間と自由に踊ったり、自己や

仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜び

を味わう。 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

8 

9 

10 

17 

・体育理論・単元テスト 

・（男子） 

○テニス 

・（女子選択） 

 ○バドミントン 

○卓球 

・単元の定着度、理解度を深める。 

・安全に留意し、仲間と協力し合いながら取り組む。 

・自己の目標を持ち、個人の能力を最大限に発揮できるよ

う自己の動作を理解する。 

・各種目の基本技能を身につけ、ミニゲームや試合を展開

できるようになる。 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

10 

11 

12 

17 

・体育理論・単元テスト 

・（男女共習） 

○バレーボール 

○バスケットボール 

 

 

・単元の定着度、理解度を深める。 

・安全に留意し、仲間と協力し合いながら取り組む。 

・自己の目標を持ち、個人の能力を最大限に発揮できるよ

う自己の動作を理解する。 

・各種目の基本技能を身につけ、ミニゲームや試合を展開

できるようになる。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

12 

1 

2 

7 

・体育理論 

 

・（男女共習） 

○スキー・スノーボード 

 

※ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞを選択する場

合は条件を満たせば可

能 

・単元の定着度、理解度を深める。 

 

・十勝の雄大な自然の中で、ウインタースポーツに親しみ、

生涯スポーツの基礎資質を養う。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

3 3 
・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ ・仲間と協力して企画・運営を行い、安全に留意しながら

取り組む。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 保健体育 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 保健 履修区分 必修 単位数 １ 

教科書（出版社）  「現代高等保健体育 保体７０１」（大修館） 

副教材（出版社）  「現代高等保健体育ノート」（大修館） 

教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習

過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かな

スポーツライフを継続するための資質・能力を育成することを目指す。 
 

(1)各種の運動の特性に応じ

た技能等及び社会生活におけ

る健康・安全について理解す

るとともに、技能を身に付け

るようにする。 
 

(2)運動や健康についての自

他や社会の課題を発見し、合

理的、計画的な解決に向けて

思考し判断するとともに、他

者に伝える力を養う。 
  

(3)生涯にわたって継続して

運動に親しむとともに健康の

保持増進と体力の向上を目指

し、明るく豊かで活力ある生

活を営む態度を養う。 

科目の目標 

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を

通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 
 

(1) 個人及び社会生活におけ

る健康・安全について理解を

深めるとともに、技能を身に

付けるようにする。 

 

(2) 健康についての自他や社

会の課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに、目的や状

況に応じて他者に伝える力を

養う。 

(3) 生涯を通じて自他の健康

の保持増進やそれを支える環

境づくりを目指し、明るく豊

かで活力ある生活を営む態度

を養う。  

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の観点の趣旨 

・健康を保持増進するための

課題の解決に役立つ自らの健

康を適切に管理すること、及

び環境を改善していくための

基礎的な事項について理解し

たことを言ったり書いたりし

ている。 

 

〈内容〉 

１単元 現代社会と健康 

２単元 安全な社会生活 

３単元 生涯を通じる健康 

４単元 健康を支える環境づ 

くり 
  
 
 
 
 
 
 

・現代社会と健康、また生涯 

を通じる健康について、課 

題を発見し、健康や安全に 

関する原則や概念に着目し 

て解決の方法を思考し判断 

しているとともに、表現し 

ている。 

・安全な社会生活について、 

安全に関する原則や概念に 

着目して危険の予測やその 

回避の方法を考えていると 

ともに、表現している。 

・健康を支える環境づくりに 

関する情報から課題を発見 

し、健康に関する原則や概 

念に着目して解決の方法を 

思考し判断ができるととも 

に、表現している。 

・健康を保持増進するために 

は、自らの健康を適切に管 

理すること、及び環境を改 

善していくことが重要であ 

ることに関心を持ち、学習 

活動に意欲的に取り組もう 

としている。 

 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述状況 
・各種課題等の提出状況 
・授業用具の準備（忘れ物） 
 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（79％～40％）

C(40％以下)とする 

(1)教科書と保健ノートを使用しながら授業を行います。 

(2)必要に応じて、コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用し、学習効果を高めるよう授業を行います。 

(3)教材の内容と身近な健康や安全に関することを関連させながら理解を深めたり、思考・判断する機会を作ります。 

(4)グループワークなどを通して、自分が考えたことや仲間が考えたことを他者に伝える機会を作ります。 



評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(80％～60％未満)、３(60％～40％未

満)、２(40％～30％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 
学習内容 

（ｶｯｺ数字は各単元予定時数） 
学習活動や学習のねらい 

評価の観点 

知 思 態 

4 ３ 

オリエンテーション⑴ 

1-06 運動と健康⑴ 

P26 特設⑤⑴ 

・年間の授業内容と評価について説明 

・健康と運動の関係について説明できる。 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

5 ３ 

1-07 食事と健康⑴ 

P27 特設⑥⑴ 

1-08 休養・睡眠と健康⑴ 

 

・食事と健康の関係について説明できる。 

 

・健康と休養の関係及び適切な休養のとり方について説明で 

きる。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

6 ４ 

1-11 薬物乱用と健康⑴ 

P35 特設⑧⑴ 

1-12 精神疾患の特徴⑴ 

1-13 精神疾患の予防⑴ 

・薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼす影響について説明で 

きる。 

・現代社会における精神保健の課題をあげることができる。 

・精神疾患の早期発見のために必要なことを説明できる。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

7 ２ 
1-14 精神疾患からの回復⑴ 

P42 特設⑨⑴ 

・精神疾患の治療について例をあげて説明できる。 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

8 ２ 
1-18 健康に関する意志決定・行動 

選択⑴ 

1-19 健康に関する環境づくり⑴ 

・意志決定・行動選択に影響を与える要因について説明でき 

る。 

・社会環境の健康への影響について例をあげて説明できる。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

9 ４ 

P56.57 特設⑬⑭⑴ 

 

【前期期末考査】⑴ 

【考査返却】⑴ 

 

3-06 結婚生活と健康⑴ 

 

 

 

 

 

・心身の発達と結婚生活の関係について説明できる。 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

10 ４ 

3-07 中高年期と健康⑴ 

3-08 働くことと健康⑴ 

3-09 労働災害と健康⑴ 

 

3-10 健康的な職業生活⑴ 

・加齢に伴う心身の変化について例をあげて説明できる。 

・働くことの意義と健康との関わりについて説明できる。 

・労働災害の種類とその原因について例をあげて説明でき 

る。 

・職場がおこなう健康に関する取組について例をあげて説明 

できる。 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

11 ４ 

4-07 保健サービスとその活用⑴ 

4-08 医療サービスとその活用⑴ 

4-09 医薬品の制度とその活用⑴ 

P122.123 特設⑤⑥⑴ 

・保健行政の役割、サービスの活用例を上げることができる。 

・医療保険の仕組み、医療機関の役割について説明できる。 

・医薬品の正しい使用法について説明できる。 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

12 ３ 

2-04 応急手当の意義とその基本⑴ 

2-05 日常的な応急手当⑵ 

・応急手当の意義について理解する。 

・日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法について理 

解する。 

・救命講習 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

1 ２ 
2-06 心肺蘇生法⑵ ・心肺蘇生法の方法と手順について理解する。 

・救命講習 

○ 

 

○ ○ 

2 ２ 

【後期期末考査】⑴ 

【考査返却】⑴ 

 

 ○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

3 ２ 

まとめの授業①⑴ 

まとめの授業②⑴ 

 

・１年間の授業を振り返り、自ら興味関心を抱いた分野につ 

いてレポートを作成する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 外国語 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 英語コミュニケーションⅡ 履修区分 必修 単位数 4 

教科書（出版社）  「All Aboard! English CommunicationⅡ」（東京書籍） 

副教材（出版社）  「Listening Pilot Level 1」(東京書籍) 

教科の目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活動などを通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合
ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 

外国語の音声や語彙，表現，文
法，言語の働きなどの理解を深め
る，これらの知識を，聞く，読む，
話す、書くなどの実際のコミュニ
ケーションにおいて，目的や場
面，状況に応じて適切に活用でき
るようにする。 
 

(2) 

コミュニケーションを行う目
的や場面，状況に応じて，日常的
な話題や社会的な話題について，
外国語で情報や考えなどの概要
や要点，話し手や書き手の意図な
どを的確に理解し，これらを活用
して適切に表現したり伝え合っ
たりすることを目指す。 

(3) 

外国語の背景にある文化に対
する理解を深め，聞き手，読み手，
話し手，書き手に配慮しながら，
主体的，自律的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうと
する態度を身に着ける。 

科目の目標 

英語学習の特質を踏まえ、５つの領域別に設定する目標の実現を目指す。 

(1)聞くこと 

日常的な話題について、話される速さ

や、使用される語句や文、情報量など

において、一定の支援を活用すれば、

必要な情報を聞き取り、話しの展開や

話し手の意図を把握することができ

るようにする。 

 

(2)読むこと 

日常的な話題について、使用される語

句や文、情報量などにおいて、一定の

支援を活用すれば、必要な情報を読み

取り、文章の展開や書き手の意図を把

握することができるようにする。 

 

(3)話すこと（やり取り） 

関心のある事柄や学校生活などの日

常的な話題について、必要に応じて使

用する語句や文、やり取りの具体的な

進め方が示される状況で情報や考え、

気持ちなどを詳しく話して伝えあう

ことができるようにする。 

  

(4)話すこと（発表） 

関心のある事柄や学校生活などの日

常的な話題について、必要に応じて使

用する語句や文、発話例が示された

り、準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で、情報や考え、気持

ちなどを理由や根拠とともに詳しく

伝えることができるようにする。 

 

(5)書くこと 

関心のある事柄や学校生活などの日

常的な話題について、必要に応じて使

用する語句や文、文章例が示された

り、準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で、情報や考え、気持

ちなどを理由や根拠とともに複数の

段落を用いて詳しく書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

 
・定期考査 
・小テスト 

 
・提出物 
・言語活動 
・アクティビティー 
 

 
・提出物 
・小テスト 
・言語活動 
・アクティビティー 
 

評価資料 
・定期考査評価 

・小テスト評価 

・提出物評価 

・言語活動評価 

・アクティビティー評価 

・提出物評価 

・小テスト評価 

・言語活動評価 

・アクティビティー 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

(1) Guess 基本語句を確認する 

(2) Listen 英語を聞き内容を把握する 

(3) Read 英文解釈・音読など 

(4) Speak 自分のことを表現する 

(5) Write 各レッスンの目標に向かって表現する 

(6) Grammar 基本文法事項を確認する  

 



３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 12 

Lesson 1 

A Colorful Island 

・関係代名詞 what 

・海外で行ってみたい場所について英語で述べることが出

来る 

〇 〇 〇 

5 12 

Lesson 2 

With the Beatles 

 

・比較表現 

・世代を超えて人気のある人物について英語で述べること

が出来る 

〇 〇 〇 

6 12 
Lesson 3 

Wild Men 

・it の用法 

・身近な行事について英語で紹介することが出来る 

〇 〇 〇 

7 8 
Lesson 4 

Little Hero 

・間接疑問文 

・自分で好きな物語を英語で紹介することが出来る 

〇 〇 〇 

8 6 
Lesson 5 

Special Makeup in Kabuki 

・to 不定詞を含む表現 

・日本の伝統文化について英語で説明することが出来る 

〇 〇 〇 

9 12 

Lesson 6 

Seeds for Future 

Generations 

・動詞の目的語になる if 節 

・地元で有名な場所やものについて英語で説明することが

出来る 

〇 〇 〇 

10 12 

Lesson 7  

Over the Wall 

・関係副詞 

・世界の人々と交流する方法について英語でのべることが

できる 

〇 〇 〇 

11 14 

Lesson 8  

Inspiration from Nature 

・知覚動詞 

・自然界のデザインをヒントにした製品について英語で発

表できる 

〇 〇 〇 

12 12 
Lesson 9 

The Bitter Truth behind 

Chocolate 

・使役動詞 

・社会的な問題について英語で意見を述べることが出来る 

〇 〇 〇 

1 8 
Lesson 10 

Fighting Angel 

・分詞構文 

・人を助ける職業について英語で説明することが出来る 

〇 〇 〇 

2 10 

２年次の復習 ・Sounds Interesting 

・Zoom in with コーパス 

・Essay Writing 

〇 〇 〇 

3 8 
２年次の復習 ・英語活力 UP コーナー 

・Something interesting 

〇 〇 〇 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 情報 年 次 2 コース 共通 

科 目 名 情報Ⅰ 履修区分 ２年必修 単位数 2 

教科書（出版社）  「   図説 情報Ⅰ   」（  実教出版  ） 

副教材（出版社）  「令和７年度版 全商情報処理検定 模擬試験問題集」（  実教出版  ） 

教科の目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を学び、学習活動を通して論理的かつ創造的な思考を身に付ける。 

(1) 情報分野に関連する技術を身に
付けるようにする。 
 

(2) 職業人に求められる課題を発見
する力をみにつけ、課題解決に向け知
識と技能を活用する力を養う。 

(3)職業人として必要な人間性を育む
と共に協働的態度を養う。 

科目の目標 

情報社会の中で持続的な発展を担う職業人として必要な知識・技術を身に付けることを目指す。 

(1) 情報社会を生きる者として必要
最低限の IT 用語や基礎知識を身に付
ける。 
 
 

(2) 課題発見から課題解決に向けた
取り組みを論理的に構築する思考を
養う。 

(3) 職業人として最低限必要となる
IT スキルの習得を目指す。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・単元テスト 
・課題レポート 
・実技テスト 
 

・単元テスト 
・プレゼンテーション（課題） 
・プログラミング（フローチャート） 
 

・身嗜み（校則遵守） 
 特に、Y シャツの裾が出ていたり、
ネクタイ・リボンがだらしなく垂れ下
がっていたり（第１ボタンの開放も）
と、制服着用ルールは徹底します。 
 
・居眠りや授業と無関係なタブレット
使用などが確認される場合の減点 
 
・課題の取り組み状況（〆切厳守） 
 
・出席（評価期間の授業数に対し２割
を上限値として欠席の有無を評価） 
 

評価資料 

・単元テスト 
・課題レポート 
・実技テスト 
 

・単元テスト 
・ニュース発表 
・課題レポート 

・出欠 
・身嗜みチェック表 
・課題提出状況 
・検定への取り組み姿勢 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 5 

IT 用語 IT 用語かるた 

IT 用語の意味を知るための重要な語句を覚える。 

（GW 課題あり） 

○ ○ ○ 

(1) 全商情報処理検定の筆記問題をベースに学習を進めます。 

検定受験は任意ですが、単元テストとして同検定の過去問や模擬問題集の問題を出題します。年間を通して反復学習を

行うことで、年度末までに合格点（７０点）が取れるようになるために、わからない事を放置せず確認する習慣をつけ

て下さい。 

 

(2) 様々なアプリケーションを使う上で必要となる技能として、タイピング速度の向上に努めてください。（日検 文

章入力スピード認定試験３級レベル以上（１０分間に３５０字以上）を目標としてください） 

 

(3) IT 用語（特に頭文字で省略する用語）を覚える際は、英単語の意味から推測すると覚えやすいので、正式名称（略

さない名称）を覚えるよう心掛けて下さい。 

 



5 

25 

IT 用語 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの 5 大機能 

 

２進数・16 進数 

 

単位（接頭辞） 

 

デジタル表現 

コンピュータの基本構成とその役割について学ぶと共に、

そこで使われる単位や表現方法について理解する。 

 

２進数・10 進数・16 進数の相互変換（計算方法）を学ぶ。 

 

単位の接頭辞 G：ギガ、T：テラ、μ：マイクロ、n：ナノ

など、生活レベルで使用されている単位について覚える。 

 

色、音、画像、動画のデジタル表現やファイル形式につい

て学ぶ 

○ ○ ○ 

6 

7 

8 

15 

アルゴリズムとプログラム 

 

情報社会における法規と制度 

 

 

プログラムの設計図でもあるフローチャートについて学

び、論理的な表現（言語化と構造化）を身に付ける。 

 

 

情報の管理や知的財産の保護などについて法制面から正

しい知識を身に付ける。 

○ ○ ○ 

9 

10 

11 

12 

ネットワーク 

 

セキュリティ 

 

 

LAN、WAN、WWW などのネットワークに関する基礎知

識を身に付ける。 

 

暗号化の仕組みやコンピュータウィルス等の基礎知識、サ

イバー攻撃から情報を守るための仕組みについて学ぶ。 

 

○ ○ ○ 

12 

1 

2 8 

モデル化とデータの活用 相手にとってデータを見やすく表現するための方法につ

いて学ぶと共に、データの活用方法についても知識を身に

付ける。 

○ ○ ○ 

3 5 

情報デザイン 情報を伝達するための様々な表現方法について学ぶ。 ○ ○ ○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 理科 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 化学 履修区分 選択 単位数 ４（②＋２） 

教科書（出版社） 「化学 vol.1 理論編」（東京書籍） 

副教材（出版社） 「ニューアチーブ化学」（東京書籍） 

教科の目標 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う

ことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとお

り育成することを目指す 

(1) 

自然の事物・現象についての

理解を深め，科学的に探究す

るために必要な観察，実験な

どに関する技能を身に付ける

ようにする。 

 

(2) 

観察，実験などを行い，科学

的に探究する力を養う。 

(3) 

自然の事物・現象に主体的に

関わり，科学的に探究しよう

とする態度を養う。 

科目の目標 

化学的な事物･現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的

に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，

科学的な自然観を養う 

(1)  

・化学的な事物・現象に関わ

り，理科の見方・考え方を

働かせ，見通しをもって観

察・実験などに関する基本

的な技能を身に付けるよう

にする。 

(2)  

・化学的な事物・現象を観察，

実験などを行い，科学的に

探究する力を養う。 

 

(3)  

・日常生活や社会の化学的な

事物・現象に主体的に関わり，

科学的に探究しようとする態

度を養う。 

 

 

１ 学習の進め方と留意点 

 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・自然の事物・現象について，基本的
な概念や原理・法則を理解し，化学に
関する知識を総合的に身に付けてい
る。 
・自然の事物・現象に関する観察，実
験を行い，実験器具を正しく取り扱う
とともに，それらの過程や結果を的確
に記録，整理し，様々な事象を科学的
に探究する技術を身に付けている。 

・自然の事物・現象の中に課題を見い
だし，解決を目指して思考を深め，科
学的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。 
・自然の事物・現象について、化学に
関する知識を基に、説明する力を養
う。 
 

・自然の事物・現象に関心をもち，意
欲的にそれらを探究するとともに，化
学的性質だけでなく，利用法につい 
て考えようとする態度を身に付けて
いる。 
・命題について科学的な根拠を持って
答える力や科学的な視点を持ち考え
る力を養う。 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の提出状況 
・確認テスト等の点数 
・振り返りシート等 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

 

 

 

 

 

 

１．イメージをもたせて学習内容を理解させる。 

２．学習内容が定着するまで基礎問題を解く。 

３．学習内容が日常生活にどうつながっているかを伝えたり、考えさせたりする。 

４．学習内容を用いて観察や実験を行い、実際の現象とリンクさせる。 



３ 年間授業計画 

月 

時

数 
学習内容 学習活動 

評価の方法 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に 

取
り
組
む
態
度 

４ ４ 

1 編 物質の状態   

1 章 物質の状態 

 

1 節 物質の三態 

 A 状態変化とエネルギー 

B 状態変化と分子間力 

 

2 節 気体・液体間の状態変

化 

 A 気体の圧力 

 B 気液平衡と蒸気圧 

 C 沸騰 

 D 状態図 

 

 

・固体，液体，気体の 3 つの状態を確認し，粒子のふる

まいを考える。 

・融解（融点・融解熱），凝固（凝固点・凝固熱），蒸発

（沸点・蒸発熱），凝縮（凝縮熱），粒子の熱運動，拡

散について理解する。 

・状態変化に伴うエネルギーの出入りについて理解する。 

・絶対温度の表し方を理解する。 

・分子の速さについて理解する。 

・分子間力を理解し，液体の沸点について特徴を考える。 

・物質の融点，沸点は，化学結合や分子間力の種類と関

係し，粒子間に働く引力が大きいほど高くなることを

理解する。 

・圧力鍋の仕組みを考える。 

・圧力の単位と大気圧について理解する。 

・気液間の平衡について，状態変化を用いて考える。 

・蒸気圧と蒸気圧曲線について理解する。 

・沸騰について理解する。 

・状態図を水と二酸化炭素を例に理解する。 

・超臨界状態が身近なところに使われていることを知る。 

 

 
○ 

 

 
○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 
○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 

５ ６ 

６ ６ 

１編 物質の状態 

２章 気体の性質 

 

1 節 気体 

 A ボイルの法則 

B シャルルの法則 

C ボイル・シャルルの法則 

 

2 節 気体の状態変化 

 A 気体の状態方程式 

B 気体の分子量 

C 混合気体 

D 理想気体と実在気体 

 

・熱気球が浮かぶ理由に気づく。 

・ボイルの法則をグラフを使って理解する。 

・シャルルの法則をグラフを使って理解する。 

・ボイルの法則とシャルルの法則からボイル・シャルル

の法則が導かれることを理解する。 

・アボガドロの法則を用いて，ボイル・シャルルの法則

に物質量の考え方が導入できないか考える。 

・気体の状態方程式を理解する。 

・気体の状態方程式を，気体の質量とモル質量を用いて

変形できるようにする。 

・ドルトンの分圧の法則の導き方を理解する。 

・全圧と分圧の定義を理解する。 

・モル分率について理解する。 

・気体の平均分子量について理解する。 

・混合気体の状態方程式について，平均分子量を用いた

考え方を理解する。 

・水上置換による気体の捕集について，捕集気体の分圧

の求め方を考える。 

・理想気体と実在気体の違いについて理解する。 

・実在気体を理想気体とみなすことのできる条件を考える。 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 
○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ ６ 

１編 物質の状態 

３章 溶液の性質 

 

1 節 溶解 

 A 溶解のしくみ 

B 固体の溶解度 

C 溶液の濃度 

D 固体の溶解度 

 

2 節 希薄溶液の性質 

 A 蒸気圧降下と沸点上昇 

B 凝固点降下 

 C 沸点上昇・凝固点降下

と分子量 

 D 浸透圧 

E 浸透圧と分子量 

 

3 節 コロイド 

 A コロイド粒子 

B コロイド溶液の性質 

C コロイド溶液の種類 

 

・水に溶けやすいものと，溶けにくいものの違いを考える。 

・イオン結晶と極性分子，無極性分子の溶解について溶

媒の種類と関連付けて考える。 

・混ざりやすさについて，極性の有無で考えられること

に気づく。 

・飽和溶液について溶解平衡を使って考える。 

・溶解度と溶解度曲線の表し方について理解する。 

・再結晶について説明し，水和水を含む再結晶について

考察する。 

・質量パーセント濃度，モル濃度の計算方法について，

その特徴を元に理解する。 

・質量モル濃度の表し方と利用について理解する。 

・気体の溶解について，その特徴を理解する。 

・ヘンリーの法則について，その特徴を理解する。 

・減圧症について知る。 

・純溶媒と不揮発性の物質を溶かした希薄溶液の蒸気圧

を比べて，その違いについて理解する。 

・蒸気圧降下から沸点上昇を考える。 

・モル沸点上昇について理解する・溶液と純溶媒の凝固

点の違いについて理解する。 

・モル凝固点降下について理解する。 

・冷却曲線から，過冷却を判断し，凝固点がどこになる

かを考える。 

・電解質の希薄溶液について考え，非電解質との違いを

理解し，質量モル濃度の使い方を確認する。 

・沸点上昇度・凝固点降下度から溶質の分子量を求める

方法を理解する。 

・寒剤の仕組みについて知る。 

・浸透圧の仕組みについて理解する。 

・ファントホッフの法則を確認し，浸透圧から分子量の

求め方について理解する。 

・海水の淡水化を例に逆浸透という方法があることを知る。 

・金原子が集まった粒子を用いて赤色に着したガラスを

使って，性質の違いについて考える。 

・コロイド粒子について理解し，真の溶液とコロイド溶

液の違いについて考える。 

・コロイド溶液の様々な性質を理解する。 

・コロイド溶液の性質について，実験を元に確かめ，そ

の現象について考える。 

・疎水コロイドと凝析の現象について理解する。 

・親水コロイドと塩析，保護コロイドについて理解する。 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 
○ 

 

 
○ 

 
○ 

 

 

○ 

 
○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 
 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

○ 

 

 
○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ４ 



９ ６ 

１編 物質の状態 

４章 固体の構造 

 

1 節 結晶 

 A 結晶の種類 

 

2 節 金属結晶の構造 

 A 金属結晶の構造 

 

3 節 イオン結晶の構造 

 A イオン結晶の構造 

 

4 節 分子結晶と共有結合の

結晶 

 A 分子結晶 

B 共有結合の結晶 

・結晶の種類について確認し，その特徴を確認する。 

・結晶は粒子が規則正しく配列した構造をもつ固体で，

規則的でない固体を非晶質と言うことを確認する。 

・単位格子と配位数について理解する。 

・金属結晶の代表的な構造について考える。 

・面心立方格子，六方最密構造，体心立方格子について

その配列，配位数，充填率について理解する。 

・面心立方格子と六方最密構造についてそのモデルを作

り，同じところと違うところに気づく。 

・単位格子の一辺の長さと原子半径の関係について理解する。 

・金属結晶とイオン結晶の粒子の違いについて確認し，

その構造について考える。 

・単位格子に含まれるイオンの数と，イオン結晶の配位

数について，その構造とともに理解する。 

・イオン半径と結晶の安定性について確認する。 

・分子結晶や共有結合の結晶について，金属結晶やイオ

ン結晶との違いを考える。 

・分子結晶の構造について確認し，氷の結晶構造を理解する。 

・ダイヤモンド，黒鉛，二酸化ケイ素の構造を確認する。 

・ダイヤモンドの結晶の単位格子と密度について理解する。 

・ダイヤモンドの結晶の充填率について理解する。 

 

 

 
○ 

 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ８ 

2 編 化学反応とエネルギー 

1 章 化学反応と熱・光 

 

1 節 反応とエンタルピー変  

   化 

 A 化学反応と熱の出入り 

 B エンタルピーの変化 

 C いろいろな反応エンタ 

ルピー 

 D 生成エンタルピーと反

応エンタルピー 

E 化学反応が自然に進む

方向 

 

2 節 ヘスの法則 

 A ヘスの法則 

 B 結合エンタルピー 

 

3 節 光とエネルギー 

 A 光とエネルギー 

B 物質と光 

・化学エネルギーと熱の関係について考える。 

・化学変化や状態変化には熱の出入りを伴うことを理解する。 

・反応エンタルピーΔH とその符号について理解する。 

・反応エンタルピーの表し方について理解する。 

・状態変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。 

・反応エンタルピーの種類について理解する。 

・反応に関係する各物質の生成エンタルピーの値から，

その反応の反応エンタルピーを求めることができる。 

・温度と熱量の関係を理解することができる。 

・エントロピーについて理解する。 

・反応の経路の違いによるエンタルピー変化について考える。 

・ヘスの法則（総熱量保存の法則）について理解する。 

・実際に測定することが難しい反応の反応エンタルピー

を求めることができる。 

・結合エンタルピーとは，気体分子内の共有結合を切る

のに必要なエネルギーであることを理解する。 

・ヘスの法則から，結合エンタルピーを用いて反応エン

タルピーを求めることができる。 

・蒸発エンタルピーの利用について知る。 

・ホタルの発光などを通して，光の放出について考える。 

・光が波であることを確認し，光子のもつエネルギーと

その光の波長の関係を理解する。 

・光の放出と吸収について理解する。 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 
○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 
○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 



11 ８ 

２編 化学反応とエネルギ

ー 

２章 電池と電気分解 

 

1 節 電池 

 A 電池の原理 

 B 実用電池 

 

2 節 電気分解 

 A 電気分解 

 B 電気分解における反応 

 C 電気分解の法則 

 

・酸化還元反応を利用してエネルギーを電気として取り

出す方法について考える。 

・電池の原理を確認し，ﾀﾞﾆｴﾙ電池の仕組みについて理解する。 

・電池の種類を確認し，マンガン乾電池，アルカリマン

ガン乾電池，鉛蓄電池の構造と特徴を理解する。 

・リチウムイオン電池，燃料電池の構造と特徴を理解する。 

・燃料電池の作成を通して、電池の効率について考える。 

・ｲｵﾝ化傾向の大きい金属の単体の取り出し方について考える。 

・電気分解の基本的な用語を確認し，水溶液の電気分解

の酸化還元反応について理解する。 

・塩化銅(Ⅱ)水溶液の電気分解，水の電気分解を通して，

電気分解における各電極の反応を理解する。 

・塩化銅(Ⅱ)水溶液の電気分解を行い、電極の質量変化に

ついて考える。 

・水酸化ナトリウムの製造，銅の電解精錬，電気メッキ，

アルミニウムの溶融塩電解を通して電気分解の工業的

な利用について理解を深める。 

・海水から電気分解によって食塩が製造される方法を知る。 

・電気分解の量的関係について各電極の反応式から，フ

ァラデーの電気分解の法則を理解する。 

・ファラデー定数について説明できる。 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

12 ６ 

3 編 化学反応の速さと平衡 

１章 化学反応の速さ 

 

1 節 反応の速さ 

 A 速い反応と遅い反応 

 B 反応の速さの表し方 

 

2 節 反応速度を変える条件 

A 反応速度と濃度 

B 反応速度と温度 

C 反応速度と触媒 

D 反応速度を変えるほか

の要因 

 

3 節 反応のしくみ 

A 粒子の衝突 

B 活性化エネルギー 

・反応の速さについて具体例を挙げて考える。 

・化学反応には瞬時に反応が進む速い反応から，長い時間を

かけて進む遅い反応まで様々あることを理解する。 

・反応速度 v の表し方を理解する。 

・濃度と反応速度の関係について説明できる。 

・温度による反応速度の違いを理解する。 

・触媒による反応速度の違いを理解する。 

・均一触媒と不均一触媒について確認する。 

・濃度，温度，触媒以外の反応速度の違いについて確認する。 

・反応が進行する条件について意見交換をする。 

・反応速度の表し方を理解する。 

・活性化エネルギーとは何かを説明できる。 

・活性化エネルギーと化学反応の経路について，反応エ

ンタルピーと結合エンタルピーの違いを理解する。 

・触媒を用いると活性化エネルギーはより小さい反応経路に

なるが，反応エンタルピーは不変なことを理解する。 

・触媒が化学工業の発展に大きく関わっていることを知る。 

 

○ 

 

○ 

 
○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 
○ 

 
○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

１ ６ 

３編 化学反応の速さと平   

   衡 

２章 化学平衡 

 

1 節 可逆反応と化学平衡 

A 可逆反応と不可逆反応 

B 化学平衡 

C 平衡定数と化学平衡の

法則 

 

2 節 平衡の移動 

 A 平衡移動の原理 

B 濃度変化と平衡の移動 

C 圧力変化と平衡の移動 

D 温度変化と平衡の移動

E 触媒と平衡の移動 

F ルシャトリエの原理の 

化学工業への応用 

・両方向に進む反応について考える。 

・可逆反応，不可逆反応，正反応，逆反応について説明できる。 

・平衡状態とはどのような状態なのか説明できる。 

・化学平衡の法則の関係を理解する。 

・平衡定数 K の表し方を確認し，その値が一定温度で固

有の値を取ることを知る。 

・固体の関与する反応において，化学平衡の法則の式に

固体物質を含まないことを理解する。 

・炭素の同素体であるダイヤモンドの人工合成について知る。 

・平衡定数と気体の分圧の関係について，気体の状態方

程式から説明できる。 

・ルシャトリエの原理を理解し，説明できる。 

・気体混合物が平衡状態にある場合，その圧力変化に  

よって平衡が移動することを説明できる。 

・平衡状態において，温度変化による平衡の移動を発熱，

吸熱という言葉を使って説明できる。 

・平衡状態では触媒の有無で平衡が移動しないことを理解する。 

・ﾙｼｬﾄﾘｴの原理を応用して，ﾊｰﾊﾞｰ・ﾎﾞｯｼｭ法を説明できる。 

 

 

 

○ 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ６ 

３編 化学反応の速さと平 

   衡 

３章 水溶液中の化学平衡 

 

1 節 電離平衡 

 A 電離平衡 

 B 水の電離平衡 

 

2 節 塩の水への溶解 

 A 塩の水溶液の性質 

B 緩衝液と pH 

C 溶けにくい塩の溶解平 

  衡 

D 溶解平衡と金属イオン 

の分離 

 

・同じ濃度の塩酸と酢酸の電気伝導性をもとに，弱酸や

弱塩基の電離平衡について考える。 

・酸の電離定数について理解する。 

・塩基の電離定数について，酸の場合を元に説明できる。 

・酢酸の電離平衡において，酢酸の電離定数 Ka を近似し

て表すことを理解する。 

・電離度α，弱酸の水素イオン濃度について式変形できる。 

・弱塩基について，弱酸の場合と同じように電離定数の

式が得られることを説明できる。 

・水の電離平衡について，平衡定数を考え，水のイオン

積について確認する。 

・水のイオン積の関係式から，pH を求めることができる。 

・中和と中性の言葉について確認し，塩の水溶液の化学

平衡について意見を交換する。 

・正塩の水溶液の性質について確認し，その理由を加水

分解という言葉を使って説明できる。 

・弱酸弱塩基の遊離について説明することができる。 

・酸性塩の水溶液の性質について，理解することができる。 

・緩衝作用とはなにか，説明できる。 

・緩衝液の特徴を理解できる。 

・緩衝作用と滴定曲線について理解することができる。 

・緩衝液に関する実験を通して，緩衝液と強酸や強塩基

の pH 変化の違いに気づくことができる。 

・溶解平衡について，説明することができる。 

・溶解度積とはなにか，理解することができる。 

・溶解平衡と沈殿の生成の関係について説明できる。 

・溶解平衡と金属イオンの分離について，溶解度積とい

うことばを使って説明できる。 

・溶解平衡と共通イオン効果について理解することができる。 

 

 
○ 

 

○ 

 

○ 

 

 
○ 

 

○ 

 

 

 

 

 
○ 

 

○ 

○ 

 

 

 
○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 
○ 

 

 

 
○ 

 

 

 

 
○ 

 

○ 

 
○ 

 

○ 

 

 

 

 
○ 

 
○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

３ ４ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 外国語 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 論理・表現Ⅰ 履修区分 選択 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「MY WAY Logic and ExpressionⅠ」（三省堂） 

副教材（出版社）  

教科の目標 

 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確
に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

 

(1) 

外国語の音声や語彙，表現，文法，

言語の働きなどの理解を深める

とともに，これらの知識を，聞く

こと，読むこと，話すこと，書く

ことによる実際のコミュニケー

ションにおいて，目的や場面，状

況などに応じて適切に活用でき

る技能を身に付けるようにする。 

(2) 

コミュニケーションを行う目的

や場面，状況などに応じて，日

常的な話題や社会的な話題につ

いて，外国語で情報や考えなど

の要点，詳細，話し手や書き手

の意図などを的確に理解した

り，これらを活用して適切に表

現したり伝え合ったりすること

ができる力を養う。 

(3) 

外国語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み

手，話し手，書き手に配慮しな

がら，主体的，自立的に外国語

を用いてコミュニケーションを

図ろうとする態度を養う。 

科目の目標 

英語学習の特質を踏まえ、話すこと（やり取り）、話すこと（発表）、書くことの３つの領域別に設定する

目標の実現を目指す。 

(1) 話すこと（やり取り） 

日常的な話題について使用する

語句や文、対話の展開などにおい

て、多くの支援を活用すれば、基

本的な語句や文を用いて、情報や

考え、気持ちなどを話して伝えあ

ったり、やり取りを通して必要な

情報を得たりすることができる

ようにする。 

(1) 話すこと（発表） 

日常的な話題について使用する

語句や文、事前の準備などにおい

て、多くの支援を活用すれば、基

本的な語句や文を用いて、情報や

考え、気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して話して伝えるこ

とができるようにする。 
 

(1) 書くこと 

日常的な話題について使用する

語句や文、事前の準備などにおい

て、多くの支援を活用すれば、基

本的な語句や文を用いて、情報や

考え、気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して文章を書いて伝

えることができるようにする。 
 

 

１ 学習の進め方と留意点 

 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

 
・定期考査 
・小テスト 
 

 
・提出物 
・言語活動 
・アクティビティー 

 
・提出物 
・小テスト 
・言語活動 
・アクティビティー 
 

評価資料 

 
・定期考査評価 
・小テスト評価 
 

 
・提出物評価 
・言語活動評価 
・アクティビティー評価 
 

 
・提出物評価 
・小テスト評価 
・言語活動評価 
・アクティビティー評価 
 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

(1) Words and Phrases モデル文中の語句や表現を練習する 

(2) Model 英文解釈 

(3) Useful Expression 表現するために大事な文をモデル文の中からとりあげる 

(4) Word Bank 自分のことを表現するときに使える語句や表現を練習する 

(5) Let’s Talk / Let’s Speak / Let’s Write 内容を色々なことにかえて表現する 

(6) Exercise 課で学習する文法を確認する問題練習をする 

 



３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 5 

Lesson1 

Let’s talk about ourselves 

・基本英文法 

・初対面のあいさつ 

・自己紹介のスピーチ 

・たくさんの友だちと話をする 

〇 〇 〇 

5 5 

Lesson2 

School Life 

・基本英文法 

・好きだった教科についての会話 

・部活動を紹介する記事の原稿 

・自分の学校や町を紹介する 

〇 〇 〇 

6 6 

Lesson3 

The Arts 

・基本英文法 

・週末の予定についての会話 

・好きな絵についての発表 

・どんな顔ができるかな 

〇 〇 〇 

7 6 

Lesson4 

Food and Culture 

・基本英文法 

・料理を注文するときの会話 

・日本の食文化を紹介するレポート 

・料理の作り方を説明しよう 

〇 〇 〇 

8 6 

Lesson5 

Welcome to our town 

・基本英文法 

・道案内の会話 

・地域の特徴やマスコットキャラクターについての発表 

・観光案内をしよう 

〇 〇 〇 

9 6 

Lesson6 

Traveling Abroad 

・基本英文法 

・買い物の会話 

・旅行先から友だちへのメール 

・行ってみたい場所についての発表 

〇 〇 〇 

10 6 

Lesson7 

Sports 

・基本英文法 

・スポーツの試合についての会話 

・車椅子競技を紹介する発表 

・私はだれでしょう？ 

〇 〇 〇 

11 6 

Lesson8 

Everyday Technology 

・基本英文法 

・紙の本と電子書籍のよさについての会話 

・科学技術製品を紹介する記事の原稿 

・賛成や反対の意見を言っみよう 

〇 〇 〇 

12 6 

Lesson9 

Take Care 

・基本英文法 

・病院での会話 

・健康についての発表 

・皆で意見を述べ合おう 

〇 〇 〇 

1 6 

Lesson10 

SDGs-Take Actions! 

・基本英文法 

・SDGｓについての会話 

・SDGｓについての原稿発表 

・友だちに感謝のメッセージを贈ろう 

〇 〇 〇 

2 6 

Basic Skills ①② ・パラグラフライティングの書き方 

・効果的なスピーチの表現 

・効果的なプレゼンテーションの表現 

〇 〇 〇 

3 6 

Basic Skills ③④ ・ディスカッションの表現方法 

・ディベートでの表現方法 

 

〇 〇 〇 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 数   学 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 数 学 B 履修区分 選択 単位数 ２ 

教科書（出版社）  「新編 数学 B」（数研出版） 

副教材（出版社）  「3TRIAL Ⅱ+B」（数研出版） 

教科の目標 

数学的な見方･考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質･能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

(1)数学における基本的な概念や原理･
法則を体系的に理解するとともに、事
象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現･処理したりする技
能を身に付けるようにする。 

科目の目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 数列、統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、数学と社会生活との
関わりについて認識を深め、事象を数
学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。 
 
 
 

(2) 離散的な変化の規則性に着目し、
事象を数学的に表現し考察する力、確
率分布や標本分布の性質に着目し、母
集団の傾向を推測し判断したり、標本
調査の方法や結果を批判的に考察し
たりする力、日常の事象や社会の事象
を数学化し、問題を解決したり、解決
の過程や結果を振り返って考察した
りする力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
養う。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・数列，統計的な推測についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，数学と社会生活の関わ
りについて認識を深め，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。 

・離散的な変化の規則性に着目し，事
象を数学的に表現し考察する力，確率
分布や標本分布の性質に着目し，母集
団の傾向を推測し判断したり，標本調
査の方法や結果を批判的に考察した
りする力，日常の事象や社会の事象を
数学化し，問題を解決したり，解決の
過程や結果を振り返って考察したり
する力を養う。 

・数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度、粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、
問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価･改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・各種課題等の記述内容 
・確認テスト等の点数 
・定期考査の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述状況 
・宿題・課題等の提出状況 
・振り返りシート 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 7 

1 章 数列 

1 節 等差数列と等比数列 

1 数列と一般項  (1) 

  

2 等差数列    (2) 

 

3 等差数列の和  (7) 

  

4 等比数列    (2) 

 

 

数列の概念および数列についての基本的な用語の意味を理

解する。 

等差数列についての関心を深め、一般項を初項と公差を使

って表せることを理解する。 

等差数列の初項から第 n項までの和の求め方に興味を持ち、

それが n を用いて表せることを理解する。 

等比数列について関心を深め、一般項を初校と公比を使っ

て表せることを理解する。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

(1) 課題学習型授業 

  主に与えられた問題を解くことで、思考力や自主学習能力を向上させます。考査は選択制で、１学年時の考査形式

を踏襲し８割が共通問題、２割は標準問題及び基礎問題とします。標準問題が評価に大きく関わります。 

(2) 家庭学習 

  「わかる」と「できる」は同じではありません。「わかる」ために授業をフル活用し、「できる」ようになるために  

 家庭学習（授業時間外の学習）を習慣にしてください。問題集、スタディサプリ等に繰り返し取り組みましょう。 



5 6 

5 等比数列の和  (2) 

2 節 いろいろな数列 

 6  和の記号Σ   (2) 

  

7 階差数列    (1) 

 

 8 いろいろな数列の和

(1) 

等比数列の初項から第 n項までの和の求め方に興味をもち、

それが n を用いて表せることを理解する。 

記号Σの意味と性質を理解し、自然数の累乗の和をΣを用

いて表すことができる。 

階差数列を利用して，もとの数列の一般項が求められる。 

数列の和 Snと第 n項 anの関係を理解し，数列の一般項が求

められる。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

6 6 

【前期中間考査】 

3 節 漸化式と数学的帰納法 

1 漸化式     (3) 

 

2 数学的帰納法  (2) 

 

 

 

数列の帰納的な定義について理解し，漸化式から一般項が

求められる 

数学的帰納法について理解し、等式などの証明に利用でき

る。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

7 6 

2 章 統計的な推測 

1 節 確率分布 

 1 確率変数と確率分布 

(2) 

2 確率変数の期待値と分散       

(4) 

 

 

 

確率変数、確率分布の意味を理解する。また、確率分 

布を求めることができる。 

確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることがで 

きる。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

8 4 

3 確率変数の和と積(2) 

 

4 二項分布    (2) 

 

 

【前期期末考査】 

確率変数の和の期待値を，公式を利用して求めるこ 

とができる。 

二項分布の意味を理解する。また、二項分布の確率や平均、

分散および標準偏差を計算できる。 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

9 6 

5 正規分布(4) 

 

 

2 節 統計的な推測 

6 母集団と標本  (2)  

連続分布とその代表の正規分布について理解し、正規分布

に従う確率変数の確率が計算できる。また、二項分布で近

似して確率の計算ができる。 

 

標本調査の意義を認識し、標本の抽出法や用語を理解する。

また、母集団の平均、分散、標準偏差が計算できる。 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

10 6 

7 標本平均の分布 (2) 

 

8 推定      (2) 

 

 9  仮説検定（2.5） (2) 

標本平均の平均と分散を計算できる。また、標本平均の分

布と正規分布の関係を理解する。 

推定に関わる用語・記号を適切に活用することがで 

きる。 

仮説検定に関わる用語を適切に活用することができ 

る。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

11 6 

3 章 数学と社会生活 

1 数学を活用した問題解決 

(6) 

 

 

 

【後期中間考査】 

 

日常生活における問題や社会問題を数学的に考察するとき

の手順を理解している。 

数学的に問題を解決するのに必要な数値や関数は， 

調査結果を用いて妥当な値を仮定できることを理解 

している。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

12 6 

2 社会の中にある数学 

(6) 

 

選挙における議席の割り振り方を理解し，与えられた手順

通りに割り振ることができる。 

偏差値を用いると，異なるデータ間で値を比較でき 

ることを理解している。 

○ ○ ○ 

1 6 

3  変化をとらえる 

  ～移動平均～  (6) 

移動平均を用いると長期的な変化の傾向が調べやすくなる

ことを理解している。 

○ ○ ○ 



2 6 

4  変化をとらえる 

  ～回帰分析～  (6) 

 

散布図について理解し，傾向を読み取ることができる。 

回帰直線を利用して，観測していないデータを予測するこ

とができる。 

○ ○ ○ 

3 5 

研究 最小２乗法  (5)  ○ ○ ○ 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 総  合 年 次 2 コース 共通 

科 目 名 課題探究 履修区分 選択 単位数 2 

教科書（出版社）  なし 

副教材（出版社）  なし 

教科の目標 
 総合的で教科横断的な学習を通して、自己の在り方生き方を考えながら、それぞれの課題をよりよく解決していくた
めの資質・能力を育成する。 
 

科目の目標 

３年次の本格的なコース選択授業に必要なスキルを学ぶ。 

コース選択のほか、実生活における問題解決や進路実現に係る論文作成等にもつながる基礎的な力を身に付ける。 

 
(1)  
コース選択に関わる探究の過程にお
いて、必要な知識及び技能を身に付け
させるとともに、地域や社会の特徴や
よさに気付き、それらが人々の関わり
や協働によって支えられていること
に気付く。 
 

 
(2) 
コース選択に関わる探究の過程にお
いて問いを見出し、その解決に向けて
仮説を立てたり、調査して得た情報を
基に分析したりする力を身に付ける
とともに、論理的にまとめ、表現する
力を身に付ける。 
 

 
(3) 
探究活動に主体的・協働的に取り組む
とともに、互いのよさを生かしなが
ら、新たな価値を創造し、よりよい社
会を実現しようとする態度を育てる。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

 
・授業内容を理解し、知識として身に
ついている 

・授業で学んだ技能を活用することが
できる 

 

 
・疑問を持つこと、課題を発見するこ
と、自分の意見を持つことができる 

・自分の考えを他者に伝えることがで
きる 

 
・社会で当たり前に求められる規律を
守る事を身に付ける 

・受動的（言われてから動く）ではな
く、主体的（考えて自ら動く）行動
ができる 

 

評価資料 

・単元テスト（筆記・実技） 

・提出物（ノート・課題プリント等） 

・単元テスト 

・プレゼンテーション 

・提出物 

 

・授業での様子 

（身嗜み、忘れ物、受講姿勢等） 

・課題等の提出状況 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

 

 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 4 

各コースのガイダンス 

グループ分け 

・学習の進め方について説明 

・活動グループを決める（各グループ 10 名程度） 

【A:福祉 B:ｽﾎﾟｰﾂ＆ﾍﾙｽ C：ﾋﾞｼﾞﾈｽ】 

A：福祉に関する時事問題、調査学習、レポート作成 

B：スポーツ・イン・ライフに向けた学習 

C：割合計算（割合、分数、パーセントの計算） 

◎ ○ ◎ 

5 6 

課題解決プレゼン 将来自分自身が取組みたい課題を見つけ、SDGｓ視点で自

分の考えを発表する。 

○ ◎ ○ 

(1) 自身の進路を見据えながら、様々な分野に興味関心を持って取り組むことを心掛けてください。 

  「なぜ？」「どうして？」と疑問を持つことから勉強はスタートします。 

(2) 誰かに言われたから行動するのではなく、周囲の状況を見極め自ら進んで行動することが重要です。 

 

 



6 8 

実践演習 福祉） ・コミュニケーション技術 

    ・介護技術基礎 

    ・保育技術基礎 

 

 

 

スポ） ・トレーニングとサポート技術 

    ・リハビリ技術 

    ・様々なスポーツに親しむ 

 

 

 

ビジ） ・ビジネスの基本（挨拶・言葉使い・身嗜み） 

・儲かりの秘密について考える 

    ・価格について考える 

    ・プロモーション(販売促進)活動 

    ・経営者の考え方 

 

※コースによっては、校外での実習があります。 

◎ ◎ 〇 

7 4 

8 4 

9 8 

10 8 

11 8 

12 6 

1 4 

2 6 

3 4 

演習発表 まとめ（振り返り） 〇 ◎ 〇 

 



北海道幕別清陵高等学校 シラバス 

 

教 科 名 総合 年 次 ２ コース 共通 

科 目 名 キャリアアップ 履修区分 必修 単位数 １ 

教科書（出版社） なし 

副教材（出版社）  なし 

教科の目標 
総合的で教科横断的な学習を通して、自己の在り方生き方を考えながら、それぞれの課題をよ

りよく解決していくための資質･能力を育成する。 

科目の目標 

キャリア学習を通じて、自己の在り方生き方を考えながら、それぞれの課題をよりよく解決し

ていくための資質・能力をつぎのとおり育成する。 

(1)自己の能力・適性を理解し、その向上にむけて努力する。 

(2)職業や社会についての理解を深め、自らの人生を主体的に切り拓く力の基礎を身に付ける。 

(3)他者との協働を通じて、よりよい社会を実現しようとする態度を育む。 

１ 学習の進め方と留意点 

２ 評 価 

評価の観点 知 識・技能 思 考・判断・表現 主体的に学習に取り組む 態 度 

評価の観点の趣旨 

・キャリア学習に関する知識

及び技能を身に付け、その意

義や価値を理解しているか。 

・自己の能力･適性について理

解し、その向上に向けて努力

できたか。 

・キャリア学習を実社会や自

己の在り方と関連づけること

から、各自の課題を見つけ、

情報を集め、整理･分析して、

まとめ・表現することができ

るか。 

・キャリア学習に関して、主

体的・協働的に取り組むとと

もに、他者と協調しながら、

よりよい社会を実現しようと

する態度を持つことができた

か。 

評価資料 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・課題等の記述内容 

・確認テスト等の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・課題等の記述内容 

・確認テスト等の点数 

・活動状況の観察 
・ワークシート等の記述内容 
・課題等の提出状況 

・振り返りシートの記述内容 

観点別評価 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

各資料の達成率を基に、 

A（80％以上）B（40％～79％）

C(40％未満)とする 

評定 及び 

観点別学習状況の評価 

３観点の達成率を１：１：１で集約し、５(80％以上)、４(60％～80％未満)、３(40％～60％未

満)、２(30％～40％未満)、１(30％未満)の評定をつける。 

また、各観点の評価を「ABA」等の形でまとめて観点別学習状況の評価とする。 

 

３ 年間授業計画 

月 時数 学習内容 学習活動や学習のねらい 
評価の観点 

知 思 態 

4 5 

第 1 回進路希望調査 

 

手帳・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの指導 

デジタルドリル 

 

さくら組 

 

進路達成プログラム 

進路に関する学習会 

 

進学相談会【ｴｲﾋﾞ】 

進路について考えると同時に自分が高校生活で頑張った

（アピールできる）ことについても考える機会にする。 

カワセミの目（メタ認知能力）の育成。 

次回基礎力診断テストへの練習問題に取り組む。GTZ アップ

を目指す。通年指導。 

ｽﾀｻﾌﾟを活用した学力養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ。積極的な参加を促す。

通年指導。 

進路希望別のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに同じ目標を持った集団で取り組む。 

進路希望に応じて、進路情報や職業人講話等に参加する。 

通年指導。 

上級学校について知る。同種の学校を比較する。 

 

 

 

○ 

 

 

 

○

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○

○ 

 

○ 

5 3 

基礎力診断テスト【ﾍﾞﾈｯｾ】 

進路目標について 

PF「中間考査に向けて」 

GTZ（学習到達ゾーン）の把握 

ここまでの活動をもとに、自分の進路について考える 

中間考査に向けた目標設定 

○  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

幸せな大人として生きていくためには、急速に変化する時代に対応できる力を身に付けることが必要です。 

 今ある職業が 20 年後、30 年後にもあるとは限りませんし、機械や AI でもできる仕事には、それらよりも安い賃金

しか支払われなくなるでしょう。 

 自分の強みを育てそれを社会で生かしていく方法を考える。人生を通じて粘り強く道を切り拓くために進化し続け

る。他者との協働を通じて愛し愛される人になり、ともによりよい社会を作っていく。校訓「考拓愛」に込められた

思いを、自らのものにするための科目です。主体的、積極的な取り組みを期待します。 



6 4 

実力診断テスト【ﾍﾞﾈｯｾ】 

職業学問発見ﾌｪｱ【進学支

援の会】 

PF「学校祭に向けて」 

一般クラス全員受験 GTZ の把握 

職業を知りミスマッチのない進路選択を目指す。 

 

学校祭に向けた目標設定 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

7 3 

PF「学校祭を終えて」 

PF「夏休みの目標」 

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ【ｷｯｽﾞｺｰﾎﾟ】 

夏期講習 

目標は達成できたか。 

夏休みに向けた目標設定 

様々な上級学校について知る。 

さくら組と連携。10 月模試に向けた学習計画のサポート 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

8 1 

PF「夏休みを終えて」 

PF「期末考査に向けて」 

 

目標は達成できたか。 

期末考査に向けた目標設定 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

9 2 

PF「期末考査を終えて」 

PF「前期を終えて」 

目標は達成できたか。 

入学時に定めた目標の到達度は？目標の修正は？ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

10 6 

実力診断テスト【ﾍﾞﾈｯｾ】

見学旅行に向けて 

一般クラス希望者全員受験 GTZ の把握 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

11 3 

第２回進路希望調査 

PF「中間考査に向けて」 

 

中間考査に向けた目標設定 

  

○ 

○ 

○ 

12 2 

PF「中間考査を終えて」 

ｾﾙﾌﾌﾟﾚｾﾞﾝ準備 

PF「冬休みの目標」 

冬期講習 

目標は達成できたか。 

 

冬休みに向けた目標設定 

さくら組と連携。2 年６月模試に向けた学習計画のサポート 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

1 2 

PF「冬休みを終えて」 

ｾﾙﾌﾌﾟﾚｾﾞﾝ準備・本番 

 

実力診断テスト【ﾍﾞﾈｯｾ】 

目標は達成できたか。 

1 年間の学びのまとめ（目標への到達度、計画の再構築等）

を保護者、担任にﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝする。 

一般クラス希望者全員受験 GTZ の把握 

 ○ 

 

○ 

○ 

 

2 1 

PF「期末考査に向けて」 

PF「期末考査を終えて」 

期末考査に向けた目標設定 

目標は達成できたか。 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

3 3 

第４回ｺｰｽ別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

卒業生講話 

PF「1 年を振り返って」 

進路希望別活動。ここまでの反省。３学年の目標・計画。 

体験を通して進路目標に関する意識を高める。 

先輩の体験談を自己の進路に生かす。 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 


